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パソコン接続マニュアルについて 

本マニュアルでは、 SH-03D でデータ通信をする際に必要な事項についての説明をはじめ、 

「F 〇 MA 通信設定ファイル」「ドコモコネクションマネージャ」のインストール方法などを説明 
しています。 

お使しヽの環境によっては操作手順や画面が一部異なる場合があります。 
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| FOMA 端末から利用できるデータ通信 

FOMA 端末の通信形態は、パケット通信、 64K データ通信、データ転送の3つに分類されます。 

• FOMA 端末は FAX 通信をサボートしていません。 

• FOMA 端末を sigmarionm と接続してデータ通信を行うことができます。ハイスピードエリア対応の高速通信 
には対応しておりません。 

• FOMA 端末は、 Remote Wakeup には対応していません。 

• 海外では、バソコンなどと接続しての 64K データ通信は利用できません。 

• 海外でバケット通信を行う場合は、 IP 接続で通信を行ってください (PPP 接続ではバケット通信できません)。 

■データ 転送 (OBEX™ 通信） 

画像や音楽、電話帳、メールなどのデータを、 FOMA 端末と他の FON/IA 端末やパソコンなどの間で送受信します。 
• 送受信できるデータは転送方法によって異なります。転送方法ごとの送受信可能なデータについては、「取扱 
説明書(詳細版)」をご覧 < ださい。 





赤外線通信 
i C 通信 
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FOMA 充電機能付 USB 接続ケ-プル02 (別売) 
microSD 力ード 
ドコモケータイ datalink 


■パ ケット通信 

送受信したデータ量に応じて課金されます。ネットワークに接続中でもデータの送受信を行っていないときは 
通信料がかからないので、ネットワークに接続したまま必要なときにデータの送受信を行ラという使いかたが 
できます。 

ドコモのインターネット接続サービス 「mopera U」 など、 FOMA のパケット通信に対応しだアクセスポイントを 
利用して、受信最大" T. 2Mbps、 送信最大 5.7Mbps の高速通信を行うことができます(通信環境や、電波などか混み 
合った状態の影響により通信速度が変化するべストエフォート方式による提供です)。 

• 最大" T.2Mbps、 最大 5.7Mbps とは、技術規格上の最大値であり、実際の通信速度を示すものではありません。実 
際の通信速度は、ネットワークの混み具合や通信環境により異なります。 

• FOMA ハイスピードエリア外や HIGH-SPEED に対応していないアクセスポイントに接続するとき、またはド] 
モの PDArsigmarionBI」 など HIGH-SPEED に対応していない機器をご禾 U 用の場合は、通信速度が遅くなる場合 
があります。 

バケット通信は FOMA 端末とパソコンなどを FOMA 充電機能付 USB 接続ケープル02(別売)や Bluetooth 機能、 
Wi-Fi 接続で接続して、各種設定を行うと利用できます。メールの文字データの送受信など、比較的少ないデータ 
量を高速でやりとりする場合に適しています。 

データ量の大きいファイルの送受信を行った場合、通信料金が高額になりますので、ご注意 < ださい。 

FOMA 端末では、パソコンなどによるパケット通信と音声電話を同時に利用できます。 


■ 64K データ通信 

接続している時間に応じて課金されます。ドコモのインターネット接続サービヌ 「mopera U」 など、 FOMA 64K 
データ通信に対応したアクセスポイント、または ISDN の同期 64K アクセスポイントを利用します。 

64K データ通信は FOMA 端末とパソコンなどを FOMA 充電機能付 USB 接続ケープル02や Bluetooth 機能で接続 
して、各種設定を行うと利用できます。データ BOX コンテンツのダウンロードなど、比較的データ量の多い送受 
信を行う場合に適しています。 

長時間通信を行うと、通信料金が高額になりますのでご注意 < ださい。 
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I ご利用にあたっての留意点 

■インター ネットサービスプロバイダの利用料について 

インタ— ネットをご利用の場合は、ご利用になるインターネットサービスプロバイダに対する利用料が必要にな 
ります。この利用料は、 FOMA サービスの利用料とは別に、インターネットサービスプロバイダにお支払いいただ 
きます。利用料の詳しい内容については、ご利用のインターネットサービスプ□バイダにお問い合わせください。 

ドコモのインタ ー ネット接続サ ー ビス 「mopera U 」 をご禾 U 用いだだけます 。 「mopera U 」 をご禾〇用いただく場合 
は、お申し込みが必要(有料)となります。 

■接続 先(インターネットサービスプロバイダなど）の設定について 

バケット通信と 64 K データ通信では接続先が異なります。バケット通信を行うときは、 RDMA バケット通信対応 
の接続先、 64 K データ通信を行うときは FOMA 64 K データ通信、まだは ISDN 同期 64 K 対応の接続先をご利用くだ 
さし、 0 

• DoPa のアクセスポイントには接続できません。 

■パ ケット通信および 64 K データ通信の条件 

日本国内でデータ通信(パケット通信/ 64 K データ通信）を行うには、次の条件が必要になります。 

• FOMA 充電機能付 USB 接続ケープル02を利用できるパソコンであること 

• Bluetooth 機能を利用する場合は、パソコンが Bluetooth 標準規格 Ver .1.1、 Ver .1.2 まだは Ver .2.0+ EDR (ダイヤ 
ルアップネットフーキングプロファイル）に対応していること 

• Wi - H 接続を利用する場合は、パソコンが無線 LAN 標準規格 IEEE 802.1 1 b、IEEE 802.1 1 g または IEEE 802.1 In に 
対応していること 

參 FOMA サービヌエリア内であること 

•パケット通信の場合、アクセヌポイントが FOMA のパケット通信に対応していること 

• 64 K データ通信の場合、接続先が FOMA 64 K データ通信、まだは ISDN 同期 64 K に対応していること 
ただし、前述の条件が整っていても、基地局が混雑していだり、電波状況などにより通信ができないことがあり 
ます。 


•パケット 接続を行う場合は、 FOMA 端末と接続する機器が JATE (財団法人電気通信端末機器審査協会)の認定品であ 
る必要があります。 

■ ブラウザ利用時のアクセス認証について 

パソコンのブラウザで FirstPass 対応サイトを利用するときのアクセス認証では FirstPass (ユーザ証明書)が必要 
です。詳し < はドコモのホームぺージをご覧 <ださい。 



データ通信を利用するためのパソコンの動作環境は次のとおりです。 


項目 

必要環境 

パソコン本体 

PC / AT 互換機 

FOMA 充電機能付 USB 接続ケ-プル02(別売)を使用する場合: USB ポ-卜 (Universal Serial 

Bus Specification Rev 1.1/2.0 準拠） 

巳 luetooth 機能を利用する場合: Bluetooth 標準規格 Ver .1.1、 Ver .1.2 または Ver .2.0+ EDR 準拠(ダイ 
ヤルアップネットフーキングプ□ファイル） 

Wi - Fi 接続を利用する場合:無線 LAN 標準規格 IEEE 802.1 1 b、IEEE 802.1 1 g または IEEE 802.1 In 準拠 
デイヌプレイ解像度800 X 600ドット 、 High Color 16ビット以上を推奨 
• ドコモコネクションマネージャは 1024 X 600 ドット以上 （1024 X 768 ドット以上を推奨） 

OS 

Windows XP SP 3 、Windows Vista SP 2 、Windows 7 SP 1 (各日本語版） 

必要メモリ 

Windows XP ： 1 28 MB 以上 、 Windows Vista :512 MB 以上 、 Windows 7(32 ビット版）： 1 GB 以上、 
Windows 7(64 ビット版）： 2 GB 以上 

ハードディスク容量 

5 MB 以上の空き容量 

• ドコモコネクションマネージャは 10 MB 以上の空き容量 

Web フラウザ& 

Internet Explorer り.0以上 

メールソフト※ 

Windows メ ー ルおよび Outlook Express 6.0 


※ドコモコネクションマネージヤを利用するだめの動作環境です。 
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• 動作環境の最新情報については、ドコモのホームページをご確認 <ださい。 

• 必要メモリ•ハードディスク容量は、パソコンのシステム構成によって異なる場合があります。 

• メニューが 動作する推奨環境は Microsoft Internet Explorer 7.0 以上です。 

Windows XP の場合、推奨環境は Microsoft Internet Explorer 6.0 以上です。 

• OS のアップグレードや追加•変更した環境での動作は保証いたしかねます。 

• 動作環境によってはご使用になれない場合があります。まだ、前記の動作環境以外でのご使用による問い合わ 
せおよび動作保証は、当社では責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 


| 必要な機器 


FOMA 端末とパソコン以外に次のハードウェア、ソフトウェアを使います。 

• FOMA 充電機能付 USB 接続ケープル02(別売)※ 1 、まだは FOMA USB 接続ケープル(別売)※ 1 

• FOMA 通信設定ファイル（ドライバ)※ 2 
※1 USB 接続の場合 

※之ドコモのホームぺージからダウン□—ドして<ださい。 


• USB ケープルは専用の 「 FOMA 充電機能付 USB 接続ケープル02丄または 「FOMA USB 接続ケーブル」をご禾〇用くださ 
し、。パソコン用の USB ケープルはコネクタ部の形状が異なるため使用できません。 

• USB HUB を使用すると、正常に動作しない場合があります。 


データ転送 (OBEX TM 通信)の準備の流れ 

FOMA 充電機能付 USB 接続ケープル02(別売)をご利用になる場合は、 FOMA 通信設定ファイルをイン 
ストールして < ださい。 


_ 「FQMA 通信設定ファイル」（ドライバ)をインストールする_ 

• ドコモのホームぺージから、 「 FOMA 通信設定ファイル」（ドライバ)をダウン□—ドし、インストールする （ o ^ P .7) 



データ転送 
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データ通信の準備の流れ 

パケット通信*641<データ通信を行う場合の準備について説明します。次のような流れになります。 


USB 接続の場合 auetooth 接続の場合 


「 FOMA 通信設定ファイル」（ドライバ)を 
インストールする 

パソコンと FOMA 端末を Bluetooth 機能を利用して 
フイやレス接続する （ tt ^ P .11) 

• ドコモのホームページから、 「 FOMA 通信設定ファ 
イル」（ドライバ)をダウンロードし、インストール 
する （ o ^ P .7) 





パソコンと FOMA 端末を FOMA 充電機能付 USB 
接続ケーブル02(別売)で接続する （ b ^ P .6) 



インストール後の確認をする （ o ^ P .8) 

モデムの確認をする （ o ^ P .12) 






: 



ドコモのホームページから「ドコモコネクシヨンマ 
ネージや」をダウン□ー ドしてインストールする 
(ぽ P .14 〜 P .18) 


「ドコモコネクションマネージや」を使わずに手動で 
通信の設定をする ( b ^ P .20) 



接続する （ d 3= P .19、 P .28) 


• FOMA 端末でインターネットをするには、プロードバンド接続などに対応した 「mopera U 」 (お申し込み必要) 
が便利です。使用しだ月だけ月額使用料がかかるプランもございます。 

Wi-Fi 接続の場合 



• USB 接続でデータ通信を行うには FOMA 端末の USB モードを[通信モード]に設定してください。 
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■ FOMA 通信設定ファイルについて 

FOMA 端末とパソコンを FOMA 充電機能付 USB 接続ケープル02で接続してデータ通信を行うには、ドコ 
モのホームぺージから FOMA 通信設定ファイルをダウン□—ドしてインストールする必要があります 
(ぼ P •了〜 P.10) o 

• インヌトールに失敗して P.9 「インヌトールした FOMA 通信設定ファイル（ドライバ)を確認する」の操作3の各画面 
で [FOMA SH03D] のデバイス名が表示されていない場合は、 FOMA 通信設定ファイルをアンインヌトールし 
(頌 3 P.9)、 もう一度インストールして < ださい。 

• 何らかの原因により、パソコンが R3MA 端末を認識できなくなった場合は、 FOMA 通信設定ファイルをアンインヌ 
卜ールし（暖 3 P.9)、 もう一度インストールして < ださい。 


| Bluetooth 接続を準備する 

Bluetooth 対応/ヽ°ソコンと FOMA 端末をワイヤレス接続してデータ通信を行います。 
• Bluetooth 接続の詳細については it^P.11 


| Wi - R 対応バソコンを接続する 

Wi-Fi 対応パソコンと FOMA 端末をワイヤレス接続してデータ通信を行います。 
• Wi-Fi 対応バソコンの接続については P. 13 
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パソコンと FOMA 端末を接続する 

パソコンと FOMA 端末は、電源が入っている状態で接続してください。パソコンと FOMA 端末を接続する 
と、 FOMA 端末の画面に [0] が表示されます。 FOMA 通信設定ファイルがインヌトールされていない場 
合、使用するパソコンに FOMA 端末を接続する前に、 FOMA 通信設定ファイルをインヌトールしておきま 
す（ぼ P .7)。 

• Bluetooth 機能を利用してワイヤレス接続する場合は、 P. 11を参照して < ださい。 

• Wi-F 膀続を利用してワイヤレス接続する場合は、 P.13 を参照してください。 


| FOMA 充電機能付 USB 接続ケープル 02 で接続する 


1 FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル 
02(別売)の FOMA 端末側コネクタを 
FOMA 端末の外部接続端子に差し込む 
(□)〇 

9 FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル 

^ 02のパソコン側コネクタをパソコンの 
USB コネクタに差し込む （B) 。 



FOMA 充電機能付 
USB 接続ケープル02(別売) 


外部接続 
端子カパー 
を開ける 


取り外しかた 

1 FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル 02 の FOMA 端末側のリ 
リースボタンを押した状態( II )で、 FOMA 端末からコネクタ 
を水平に引き抜く（0)。 

• 無理に引っ張ると故障の原因となります。 

2パソコンから FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル 02 のコネ 
クタを抜<。 



• FOMA 端末の USB モード設定を[通信モード]にして接続してください。 

• 通信モードにする: FOMA 端末のノーマル メニューで [本体設定] ► [外部接続] ► [USB モード] ► [通信モード]の 
順に選ぶ。 

• FOMA 端末を卓上ホルダで充電しながら接続することもできます。 

• データ通信中に FOMA 充電機能付 USB 接続ケープル02を外さないで<ださい。データの送受信ができないだけでな 
<、データが失われることがあります。 
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FOMA 通信設定ファイルをインストールする 

FOMA 端末を FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02(別売)でパソコンに接続してデータ通信を行うに 
は、 FOMA 通信設定ファイルが必要です。 

• FOMA 通信設定ファイル（ドライバ)をインストールする前に、パソコンに常駐しているソフトはすべて終了 
して <ださい。 

• FOMA 充電機能付 USB 接続ケープル02を使用して接続するとき以外は、 FOMA 通信設定ファイルをインス 
卜ールする必要はありません。 


■ FOMA 通信設定ファイル（ドライバ)をインストールする 

• パソコンの管理者権限を持ったユーザーでインストールして<ださい。 

• ユーザーアカウント制御画面が表示されだ場合は、[はい]または[許可]、[続行]をクリックして < ださい。 
❿ FOMA 端末は操作1〜6を行ったあとにパソコンに接続してください。 

1ドコモのホームページから FOMA 通信設定ファイル（ドライバ)をダウンロードす 
る。 

• 下記サイトからダウン□—ドして<ださい。 

http :// www . nttdocomo . co . jp / support / utilization / application / foma / com _ set / dnver / style / sh 03 d / 
mdex.html 

• 次のような警告画面が表示される場合があります。 

この警告は Internet Explorer のセキユリテイの設定 
によって表示されますが、使用には問題ありません。 

■ [ファイルのダウン□ード-セキユリテイの警 
告]画面が表示された場合 
[実行]をクリックしてください。 


9ダウンロードしたドライバ [sh-03d_driver_win7—32] 内の [SH03Ds.exe] をダブル 
U クリックする。 

Windows 7 (64 ビット版)の場合 

1 [ sh -03 d _ driver _ win 7_64] 内の [ SH 03 Ds . exe ] をダブルクリックする。 

Windows Vista (32 ビット版)の場合 

1 [ sh -03 d _ driver _ vista _32] 内の [ SH 03 Ds . exe ] をダブルクリックする。 

Windows Vista (64 ビット版)の場合 

1 [ sh -03 d _ driver _ vista _64] 内の [ SH 03 Ds . exe ] をダブルクリックする。 

Windows XP の場合 

1 [ sh -03 d _ driver _ win _ xp ] 内の [ SH 03 Ds . exe ] をダプルクリックする。 

3 [インストール開始]をクリックする。 

Windows Vista、Windows XP の場合 

• [インストール開始]をクリックし、操作6へ進む。 

4 [セットアップ開始]をクリックする。 

g [デバイスメタデータをコピーしました]が表示されたら [OK] をクリックする。 

Q [FOMA SH03D と PC を FOMA USB 接続ケーブルにて接続してください。]が表示さ 
W れたら、 FOMA 端末を FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02でパソコンに接続す 
る。 

•インストール中の画面が表示され、インストールが自動的に開始します。 

• FOMA 端末は電源が入つだ状態で接続して < ださい。 
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7 [FOMA SH03D ドライバのインストールが完了しました。]が表示されたら [OK] を 
クリックする。 

• F 0 N /1 A 通信設定フアイルのインストールが終了します。 


參 インヌトールには数分かかる場合かあります。 

• [プログラム互換性アシフタント]か表示された場合は[このプログラムは正しくインヌトールされました]をクリッ 
クして < ださい。 

• パソコンを再起動する旨の画面が表示された場合は、画面の指示に従って再起動してください。 

• [他のデバイスドライバのインストールが終了後に再度インストーラを実行して < ださい。]と表示された場合は、自 
動的にインストールされた別のドライバをアンインストールしてから、インストールして < ださい。アンインストー 
ルの操作については 「 FOMA 通信設定ファイル（ドライバ)をアンインヌトールする」を参照してください。 

■インス トールした FOMA 通信設定ファイル（ドライバ)を確認する 

FOMA 端末がパソコンに正しく認識されていない場合、設定および通信はできません。 

<例> Windows 7で確認するとき 

• Windows Vista、Windows XP をご使用のときは、画面の表示が異なります。 

1 [スタート]メニュー ►[コ ントロールパネル]をクリックし、[システムとセキュリ 
ティ]をクリックする。 

• システムのプ□パテイ画面が表示されます。 

Windows Vista の場合 

1[ヌタート]メニュー ► [コント□ールパネル]をクリックする。 

2 [システムとメンテナンス] ► [シヌテム]アイコンを順にクリックする。 

Windows XP の場合 

1[ヌタート]メニュー ► [コント□ールパネル]をクリックする。 

2 [パフォーマンスとメンテナンヌ]アイコン ► [シヌテム]アイコンをクリックする。 

2 [デバイスマネージャー]をクリックする。 

^ • デパイスマネージャー画面が表示されます。 

Windows Vista の場合 

1[タスク]の[デバイヌマネー；;ャ]をクリックする。 

Windows XP の場合 
1[ハードウエア]タブをクリックする。 

2 [デバイスマネー；;ヤ]をクリックする。 
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3 各デバイスをクリックしてインストールされ 
たデバイス名を確認する。 

[ユニバーサルシリアルバスコント□—ラー]、[ポート 
(COM と LPT )] 、[モデム]の箇所に、インストールしたデバイ 
ス名がすべて表示されていることを確認します。 

• FOMA 通信設定フアイルをインストールすると、次のドラ 
イバがインストールされます。 


デバイスの種類 

デバイス名 

ユニバーサルシリアルバヌ 
コント□ーラー 

Windows Vista の場合 
ユニバーサルシリアルバヌ 
コント□ーラ 

Windows XP の場合 

USB (Universal Serial Bus )] 
ント□—ラ 

• FOMA SH 03 D 

ポート （ COM と LPT ) 

• FOMA SH 03 D Command 
Port ( COMx )^ 

• FOMA SH 03 D 〇 BEX Port 
( COMx ) & 

モデム 

• FOMA SH 03 D 


※ 「COMxJ の「 X 」は数値です。お使いのパソコンによって異 
なります。 



— 認識されるとこのように表爪されます。 


•イン ヌトールに失敗したとき、または操作3の画面に [FOMA SH 03 D ] が表示されていないときは、アンインヌトー 
ルしてから再度インストールしてください。アンインヌトールの操作については 「 FOMA 通信設定ファイル（ドライ 
パ)をアンインストールする」を参照して < ださい。 


| FOMA 通信設定ファイル（ドライバ)をアンインストールする 

FOMA 通信設定ファイルのアンインストール手順を説明します。 

• FOMA 通信設定ファイルのアンインストールを行う場合は、必ずパソコンの管理者権限を持ったューザーで 
行ってください。それ以外のューザーが行うとエラーになります。 

パソコンの管理者権限の設定操作については、各パソコンメーカ、マイク□ソフト社にお問い合わせくださ 
い0 

• ューザーアカウント制御画面が表示されだ場合は、[はい]または[許可]、[続行]をクリックしてください。 

■コン トロールパネルからアンインス!^ールする 

く 例〉 Windows 了でアンイ ンストールするとき 

• Windows Vista、Windows XP をご使用のときは、画面の表示が異なります。 

1 [スタート]メニュー ►[コ ントロールパネル]をクリックし、[プログラムのアンイ 
ンストーノレ]をクリックする。 

• [プログラムのアンインストールまたは変更]画面が表示されます。 

Windows Vista の場合 

1[ヌタート]メニュー ► [コント□—ルパネル]をクリックする。 

2 [プ□グラム] ► [プログラムと機能]アイコンを順にクリックする。 

Windows XP の場合 

1[ヌタート]メニュー ► [コント□—ルパネル]をクリックする。 

2 [プ□グラムの追加と削除]アイコンをクリックする。 

• [プログラムの追加と削除]画面が表示されます。 
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9 [FOMA SH 03 D USB Driver ] をダブルクリックする。 

Windows XP の場合 

1 [FOMA SH 03 D USB Driver ] を選ぶ。 

2 [変更と削除]をクリックする。 

Q [ FOMASH 03 D ドライバーのアンインストールを行います。]が表示されたら、[は 
い]をクリックする。 

• FOMA 通信設定ファイルのアンインストールが開始されます。 

Windows Vista、Windows XP の場合 

• [はし、]をクリックし、操作6へ進む。 

H [ SH 03 D のデバイスメタデータを Windows から削除します。]が表示されたら[削 
u 除開始]をクリックする。 

g [デバイスメタデ-夕を削除しました]が表示されたら [ OK ] をクリックする。 

g [アンインストールは完了しました。 PC を再起動してください。]が表示されたら、 
[ OK ] をクリックし、パソコンを再起動する。 

• FON / IA 通信設定ファイルのアンインストールが終了します。 

• [プログラムのアンインストールまたは変更]画面に [FOMA SH 03 D USB Driver ] が表示されていない場合は、ダウン 
□ー ドしたドライバ [ sh -03 d _ driver _ win 7_32] 内の ¥ SH 03 D _ Win 7_32 フォルダ内※の [ SH 03 Dc . exe ] をダブルクリッ 
クしてアンインヌトールを行ってください。 

※ Windows 7(64 ビット版)の場合： [ sh -03 d _ driver _ win 7_64] 内の ¥ SH 03 D _ Win 7_64 フォルダ内 
Windows Vista (32 ビツト版)の場合： [ sh -03 d _ driver _ vista _32] 内の ¥ SH 03 D _ WinVista 32 フォルダ内 
Windows Vista (64 ビツト版)の場合： [ sh -03 d _ driver _ vista _64] 内の ¥ SH 03 D _ WinVista 64 フォルダ内 
Windows XP の場合： [ sh -03 d _ driver _ win _ xp ] 内の ¥ SH 03 D _ Win_XP フォルダ内 
• [プログラム互換性アシフタント]が表示された場合は[このプログラムは正しくインヌトールされました]をクリッ 
クして<ださい。 
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Bluetooth 接続の準備をする 

Bluetooth 対応パソコンと FOMA 端末をワイヤレス接続してデータ通信を行います。 

• Bluetooth 機能を利用してデータ通信を行う場合は、 FOMA 端末の通信速度は八イスピード用の通信速度にな 
りますが、 Bluetooth 機能の通信速度に限界があるため、最大速度では通信できない場合があります。 

• 通信の際は Bluetooth リンク経由標準モデムまたは Bluetooth 機器メーカが提供している Bluetooth モデムをご 
使用 <ださい。ご使用になる場合のインヌトール方法や設定方法については、ご使用のパソコンメーカまだは 
Bluetooth 機器メーカにご確認< ださい 0 

• パソコンの操作方法については、ご使用のパソコンの取扱説明書を参照してください(取扱説明書によって 
は、「検索」の代わりに「探索」/「サーチ丄「機器登録」の代わりに「ペアリング」と表記されています)。 


| バソコンと FOMA 端末を Bluetooth 機能を利用してワイヤレス接続する 

はじめて FOMA 端末に接続するパソコンの場合、パソコンを FOMA 端末に登録します。 

• パソコンと FOMA 端末を操作します。 

■ バソコンを FOMA 端末に登録する 

1 FOMA 端末のノーマルメニューで[便利ツール] ► [ Bluetooth ] ► [接続待機]を順に 

選ぶ。 

9 バソコンから Bluetooth デバイスの検索と機器登録をする。 

^ • FON / IA 端末は待受画面を表示させておいてください。 

3 FOMA 端末の画面に機器登録する旨のメッセージが表示されたら[はい]を選び、 

^ FOMA 端末で Bluetooth パスキーを入力する。 

• Bluetooth パスキーは4〜16桁まで入力できます 0 

• FOMA 端末とパソコンには同一の Bluetooth ノ \°スキーを入力してください。 

• パソコンが機器登録されます。 

• FOMA 端末を接続待機にしてから約5分間以内に機器登録してください。 

■ 登録済みのバソコンと FOMA 端末を接続する 

1 FOMA 端末のノーマルメニューで[便利ツール] ► [ Bluetooth ] を順に選ぶ。 

9 [接続待機]に力-ソルを合わせて画を押し、[ダイヤルアップ ( DUN )] を0にして 
回を押す。 

3 パソコンから接続操作を行う。 

W -自動的に接続し、 [0 清色)]が約 0.5 秒間隔で点滅します。 FOMA 端末から一定時間データが送信されない 
ときはアイコンが [ 0 ( グし一)]に変わります。 
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I モデムを確認する 

通信の設定を行う前に、使用するモデムのモデム名やダイヤルアップ接続用に設定された COM ポート番 
号を確認します。 

參パソコンを操作します。 

<例> Windows 7で確認するとき 

• Windows Vista、Windows XP をご使用のときは、画面の表示が異なります。 

1 [スタート]メニュー ►[コ ントロールパネル]をクリックし、[システムとセキュリ 
ティ]をクリックする。 

• システムのプ□パテイ画面が表示されます。 

Windows Vista の場合 

1[フタート]メニュー ► [コント□ールパネル]をクリックする。 

2 [シフテムとメンテナンス] ► [システム]アイコンを順にクリックする。 

Windows XP の場合 

1[ヌタート]メニュー ► [コント□ールパネル]をクリックする。 

2 [パフオーマンスとメンテナンヌ]アイコン ► [シヌテム]アイコンをクリックする。 

2 [デバイスマネージヤー]をクリックする。 

^ • デパイヌマネージや一画面が表示されます。 

Windows Vista の場合 

1[タスク]の[デバイスマネージヤ]をクリックする。 

Windows XP の場合 
1[ハードウエア]タブをクリックする。 

2 [デバイスマネー；;ヤ]をクリックする。 

J 各 デバイスをクリックしてモデム名または COM ポー ト 番号を確認する。 
■ダイヤルアップ 通信サービスを停止する 

參 FOMA 端末を操作します0 

1 通信中に回を押し、[便利ツール] ► [ Bluetooth ] ► [機器リスト•接続■切断]を順に 

選ぶ。 

2接続中の Bluetooth 機器を選んで、[はい]を選ぶ。 
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Wi_Fi 対応バソコンを接続する 

FOMA 端末をアクセスポイントにすることで、 Wi - Fi 対応パソコンと FOMA 端末を Wi - R 接続し、パケット 
通信を行うことができます。 

• あらかじめ FOMA 端末をアクセスポイントモードにしてお <必要があります。アクセスポイントモードの設 
定などについては、 FOMA 端末の「取扱説明書(詳細版)」をご覧 <ださい。 

く例 〉 Windows 了で接続するとき 

1[スタート]メニュー ► [コントロールパネル]をクリックする。 

Windows Vista の場合 

1[ヌタート]メニュー ►[接続 先]をクリックし、操作4へ進む。 

2 [ネットワークとインターネット]をクリックする。 

3 [ネットワークと共有センター]をクリックする。 

w •ネットワークに接続画面が表示されます。 

H [新しい接続またはネットワークのセットアップ]をクリックする。 

■ •ネットワークに接続画面が表示されます。 

Windows Vista の場合 

1[接続またはネットワークをセットアップします]をクリックする。 

g [ワイヤレスネットワークに手動で接続します]を選んで[次へ]をクリックする。 

Q [ネットワーク名]に ESSID を入力し.[セキュリティの種類]からセキュリティ方式 
を選んで[次へ]をクリックする。 

• ESSID 、 セキュリテイの種類は FOMA 端末に設定されている内容を入力/設定してください。 

• [セキュリテイの種類]の [ WPA 2 -パーソナル]は、 WPA 2- PSK と同じ意味です。 

• FOMA 端末で暗号化を設定している場合は、[暗号化の種類]と[セキュリテイキー]を FOMA 端末と同じ 
ように設定します。 

J [閉じる]をクリックする。 

• FOMA 端末のアクセスポイントモードで設定しているセキユリテイの種類が WEP の場合は、パソコン側の 802.1 X 認 
証を無効に設定して<ださい。 
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ドコモコネクションマネージャを利用する通信の設定 


I ドコモコネクションマネージャ 

ドコモコネクションマネージャは、定額データ通信および従量データ通信を行うのに便利なソフトウェ 
アです。 mopera U のお申し込みや、お客様のご契約状況に応じたパソコンの設定を簡単に行うことがで 
きます。まだ、料金カウンタ機能で通信料や利用金額の目安を確認することもできます。 

• 本書では、ドコモコネクションマネージャのインヌトール方法までをご案内いだします。 

• 端末を使ってインターネットに接続するためには、定額データブランまたは FOMA サービス、およびデータ通 
信に対応しだインターネットサービスプ□バイダ (mopera U など)のご契約が必要です。 

• 詳細は、ドコモのホームページをご覧ください0 

http :// www . nttdocomo . co . jp / support / utilization / appncation / service / connection _ manager / 



接続/切断ボタン 


従量制データ通信のご利用について 

• パケット通信を利用して、画像を含むホームページの閲覧、データのダウンロード(例:アプリケーシヨンや音楽•動 
画データ、 0 S •ウイルス対策ソフトのアップデート）などのデータ量の多い通信を行うと、通信料が高額となる場合 
かありますのでご注意<ださい。 

なお、 RDMA 端末をパソコンなどに USB ケープルで接続してデータ通信を行う場合は、 RDMA のパケット定額サービ 
ス「パケ•ホーダイ」、「パケ•ホーダイフル」の定額対象外通信となりますのでご注意ください。 
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I ド コモコネ クシ ョ ン マネー ジ ャをイ ンス トールす る 前に 

■インス I ^ールするための準備 

STEP 1 設定前の準備 

FOMA 端末と FOMA 充電機能付 USB 接続ケープル02(別売)を用意する。 

STEP 2契約内容の確認 

料金プラン•割引サービスと、インターネットサービスプロバイダの契約内容を確認する。 

STEP 3設定の変更 

ドコモコネクションマネージャ以外の接続ソフトがインストールされている場合は、必要に応じて自 
動的に起動しないように設定を変更する。 

詳しくは、 P .15 「ドコモコネクションマネージャ以外の接続ソフトのご利用について」を参照してくだ 
さい。 

STEP 4ドコモコネクションマネージヤの入手 

ドコモのホームぺージからドコモコネクションマネージャをダウン□—ドする。 

Internet Explorer の 設定に ついて 

本ソフトをインヌトールする前に、 Internet Explorer のインタ 
ない]に設定して < ださい。 

1 Internet Explorer を起動し、[ツール] ►[イン 
ターネットオプション]を順にクリックする。 

2 [接続]タブをクリックし、[ダイヤルしない]を 
選ぶ。 

3 [0 K ] をクリックする。 


ーネットオプションで、接続の設定を[ダイヤルし 



タイヤルア9ブと(53野ライべ-トネ9トワ-⑽ 


定]捕 R して淑い。 

(〇 タイヤルしな 

:'ネットヮ-ク播疏而在しないとき⑶:、タイヤルす 50© 
e 通常の格続で9.ィゃルす⑽ 

現在の K 定值：なし 

□ '•カルエリアネ，トワ-5 ( LAN ) ①設定 

VT 織鷄纓 されま 漏 イ 


I VPN(Di 助 《£)_ | 

[ ~ PKCSl ~ ] 


[ 腕38定 (D 


通用 ( fi ) 1 


1 ドコモコネクションマネージャを使用するューザーでログオンする。 

1 • ドコモコネクションマネージャのインストールを行う場合は、必ずパソコンの管理者権限を持つュー 
ザーアカウントで行って < ださい。それ以外のアカウントでインヌトールを行うとエラーとなる場合が 
あります。 

Windows 7 、 Windows Vista の場合 

• 管理者アカウントが必要です。管理者アカウント以外でログオンしている場合は、インストールの途中 
で、管理者のューザー名とパスワードを入力する画面が表示されます。 

Windows XP の場合 

• Administrators グループに所属しているユーザーや「コンピュータの管理者」のユーザーで□グオンしま 
す。 

2起動しているアプリケーションをすべて終了する。 

^ • ドコモコネクションマネージヤのインストールを行う場合は、ウイルス対策ソフトを含む、 Windows 上 
に常駐しているプログラムも終了します。 

く例〉タスクバーに表示されているアイコンを右クリックし、[閉じる]または[終了]を選択します。 


ドコモコネクションマネージャ以外の接続ソフトのご利用について 

• 本ソフトには、次のソフトと同等の機能が搭載されているため、次のソフトを同時にご利用いただく必要はありませ 
ん〇 

必要に応じて、起動しない設定への変更やアンインストールを実施して < ださい。 

■ 同時利用いだだく必要のないソフト 

• mopera U かんだんヌタート • U かんたん接続設定ソフト 

• FOMA PC 設定ソフト . F 〇 MA バイトカウンタ 
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まだ、本ソフトで Mzone (公衆無線 LAN 接続)を利用する場合、次の公衆無線 LAN 接続ソフトはアンインヌトールを 
行って < ださい。 

※次のソフトを同時にインヌトールした場合、本ソフトでの Mzone 接続はご利用いただけません。 

■ U 公衆無線 LAN ユーテイリテイソフト 
■ ドコモ公衆無線 LAN ユーテイリテイソフト 
■ ドコモ公衆無線 LAN ユーテイリテイプログラム 

| ドコモコネクションマネージャをインストールする 

<例 > Windows 了にインストールするとき 

• Windows Vista、Windows XP をご使用のときは、画面の表示が異なります。 

1ドコモのホームページでドコモコネクションマネージャのページへアクセスする。 

1 • 下記サイトにアクセスしてください。 

http :// www . nttdocomo . co . jp / support / utilization / apphcation / service / connection _ manager / 

2 [ドコモコネクションマネージャ （ Windows ® 用）へ]をクリックする。 

Q [[ドコモコネクションマネージャ （ Windows ® 用）]ダウンロードへ]をクリックす 
る。 


n 使用許諾契約書を確認し、同意する場合はダウンロードの[同意する]をクリックす 
る。 


• 次のような警告画面が表示される場合があります。 
この警告は Internet Explorer のセキユリテイの設定 
によって表示されますが、使用には問題ありません。 
■ [ファイルのダウン□ード-セキユリテイの警 
告]画面が表示された場合 
[実行]をクリックしてください。 


g [はい]をクリックする。 


Windows Vista の場合 
1[続行]をクリックする。 

Windows XP の場合 

• ユーザーアカウント制御画面は表示されません。す 
ぐにセットアッププログラムが起動します。 



16 












































[次へ]をクリックする。 


内容を確認の上、[次へ]をクリックする。 

• 注意事項が表示されます。必ず内容をご確認 < ださ 
し、。[キヤンセル]をクリックすると、インストールは 
中止されます。 



虑Iドコモコネ•クシヨンマネージ P 



内容を確認の上、契約内容に同意する場合 
は[使用許諾契約の条項に同意します]を 
選んで[次へ]をクリックする。 

• ドコモコネクションマネージャの使用許諾契約書 
です。[キヤンセル]をクリックすると、インストール 
は中止されます。 



インストール先を確認し、[次へ]をクリッ 
クする。 

• 変更する場合は[変更]をクリックし、任意のインス 
卜ール先を指定して[次へ]をクリックしてくださ 
い0 


過）■'コモコネクションマネージ f 
ィンスト'•ル知)フォルダ 

このフオ M にインスト-ルす诫合 (J、 「次へ」奄押してく跋、》 
ンスト-ルサ嫌合は、「変更」を押はサ。 


j~-a H-trt ；«•、クシ心マネ-ジゃのインスト-ル先： 
\_ J C:¥Program Fites (x86)¥NTT 

DOCOM(»dcm_connect_mn^ 



SU® フォル切こィ docomo 


InstallShleld — 

I <MS(B) ； WN)> a) 和：^ル I 



























































in [インストール]をクリックする。 

iw • インスト-ルが開始されます。 


11[完了]をクリックする。 

11 •インストールが完了します。 
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■ド コモコネクションマネージャを起動する 

I [スタート]メニュー►[すべてのプロ 
■ グラム] ► [NTT DOCOMO ] ►[ドコ 
モコネクションマネージャ] ►[ド コ 
モコネクションマネージャ]の順に 

選ぶ。 

• 初回起動時には、自動的に設定ウイザードが 
表示されます。以降はソフトの案内に従って 
操作•設定することで、インターネットに接続 
する準備が整います。詳細については、ドコモ 
コネクションマネージャのヘルプをご覧くだ 
さい。 



• インターネットブラウザやメールソフトを終了しただけでは、通信は切断されません。 

通信をご利用にならない場合は、必ずドコモコネクションマネージャの[切断する]ボタンで通信を切断してくださ 
い0 

◦ S アップデートなどにおいて自動更新を設定していると自動的にソフトウェアが更新され、パケット通信料が高額 
となる場合がございますのでご注意<ださい。 



接続/切断ボタン 
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ドコモコネクションマネージャを利用しない通信の設定 


| パケット通信と 64 K データ通信の設定手順 

ドコモコネクションマネージャを使わずに、パケット通信/ 64 K データ通信を設定する方法について説 
明します。 

設定を行うためには、 AT コマンドを入力するための通信ソフトが必要です。ここでは「ハイパーターミナ 
ル」を使って説明します。 

• AT コマンドで設定する操作は、次のような流れになります。 

• 64 K データ通信の場合、接続先 ( APN ) の設定はありません。 

• Windows 7 、 Windows Vista は「ハイパーターミナル」が標準で搭載されていません。それぞれの対応のソフト 
を使って設定してください(ご使用になるソフトの使用方法に従って < ださい)。 



パケット通信を行う場合の接続先 ( APN ) を設定します。最大10件まで登録できます。接続先は1〜10の 
cid (ぼ P .21) という番号で管理されます。お買い上げ時、 cidl には mopera に接続するための APN 
rmoperanejp 丄 < PDP _ type > は 「 PPP 」 が、 cid 2 には mopera U に接続するための APNrmopera . net 」、 

く PDP _ type > は 「 PPP 」 が、 cid 3 には mopera U に接続するための APNrmopera . net 」、 く PDP _ type > は 「 IP 」 が、 
cid 4 には mopera U に接続するための APNrmpr . ex - pkt . net 」、 く PDP _ type > は 「 PPP 」 が登録されていますの 
で、 cid 5 〜10に接続先 ( APN ) を登録してください。 

參登録しだ cid はダイヤルアップ接続設定での接続番号となります。 

• USB 接続と Bluetooth 接続は、それぞれ個別に接続先 ( APN ) を設定する必要があります 0 

•パケット通信時に USB 接続と Bluetooth 接続を切り替える場合は、再度接続先 ( APN ) を設定する必要がありま 
す。 

• mopera U まだは mopera 以外の接続先 ( APN ) については、インターネットサービスプロバイダまだはネット 
ワーク管理者にお問い合わせ<ださい。 

く例 〉 Windows XP で FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02(別売)を利用する場合 


1 F 0 MA 端末を FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02でパソコンに接続する。 

9 [スタート]メニュー ► [すべてのプログラム] ► [アクセサリ] ► [通信] ► [ハイパー 
ターミナル]の順に選ぶ。 

• ハイパーターミナルが起動します。 
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3 [名前]に接続先名など任意の名前を入力 
して [0 K ] をクリックする。 

• 電話番号の詳細設定画面が表示されます。 


% 


名前を入力し、アイコンを逗んでザ d さい： 
名前 ( N ): 


sample! 


アイコン® 


■ _急喝 ' S _為_ 


[ OK ] |キゃンセル I 


H [接続方法]から [FOMA SH 03 D ] を選んで 
[電話番号]に実在しない電話番号 （[ 0 ] な 
ど）を仮入力して、 [ OK ] をクリックする。 

• 市外局番には、 Windows に設定されている値 [03] な 
どか表示されますか、接続先 ( APN ) の設定とは関係 
ありませんので、任意の値を設定して <ださい。 



g 接続画面が表示されたら、[キャンセル]をクリックする。 

g 接続先 ( APN ) を入力して□を押す。 

V •「 AT + CGDCONT = く cid >, 11 く PDP _ type >"; APN "」 の形式 
で入力します （@ P .35)。 

< cid > : 5〜10までのうち任意の番号を入力 

します。 

"< PDP _ type >": " PPP ” まだは" IP ' 1 と入力します。 

" APN " :接続先 ( APN ) の名称を”"で囲んで入 

力します。 

• [〇 K ] と表示されると、 APN の設定は完了です。 

• 現在の接続先 ( APN ) 設定を確認しだい場合は 
「 AT + CGDCONT ?3」 と入力すると、接続先 ( APN ) 

設定が一覧画面で表示されます。 

AT コマンドを入力しても画面に何も表示されない場合 

• ATE 1 Q 

詳しくは、 P .39 を参照してください。 

AT ] マンドで接続先 ( APN ) 設定をリセットする場合 

• AT + CGDC 〇 NT = Q ) :すべての cid をリセットします 

• AT + CGDCONT =< cid>Q :特定の cid のみリセットします 

リセットしだ場合、く cid >=1 は 「 mopera . ne . jp 」 （初期値)、く cid >=2、 3は 「 mopera . net 」 (初期値)、く cid >=4 は 
f mpr . ex - pkt . net 」 (初期値)に戻り、 〈 cid >=5 〜10の設定は未登録になります。 
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AT ] マンドで接続先 ( APN ) 設定を確認する場 

• AT + CGDCONT 70 
詳しくは、 P .35 を参照してください。 


7 [0 K ] が表示されていることを確認し、 

[フアイル]メニューから[ハイ パーター ミ 
ナルの終了]を選ぶ。 

• ハイパーターミナルが終了します。 

• [セッション XXX を保存しますか？]と表示されま 
すが、保存する必要はありません。 




I 発信者番号の通知/非通知を設定する 

発信者番号はお客様の大切な情報です。通知する際には十分にご注意ください。 


1 P .20 「接続先 ( APN ) の設定」の操作1〜5を行う。 


2 パケット通信時の発信者番号の通知 
(186)/非通知（184)を設定する。 

• 「 AT * DGPIR =< n >」 の形式で入力します （ o ^ P .34) 。 
AT * DGPIR = 1 □ :パケット通信確立時、接続先 

( APN ) に「184」を付けて接続しま 
す。 

AT * DGPIR =2 Q ) :パケット通信確立時、接続先 

( APN ) に「186」を付けて接続しま 
す。 


3 [0 K ] が表示されたことを確認する。 
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■ダイ ヤルアツプネツトワークでの通知/非通知設定について 

ダイヤルアップネットワークの設定でも、接続先の番号に H 86」( 通知)/「184」(非通知）を付けることができま 
す0 

* DGPIR コマンド、ダイヤルアップネットワークの設定の両方で H 86」 ( 通知)/「184」 ( 非通知)の設定を行つだ 
場合は、次のようになります。 


ダイやルアップネットワークの設定 
(く cid >=1 の場合） 

* DGPIR コマンドによる通知/非通知 
設定 

発信者番号の通知/非通知 

*99*林1# 

設定なし(初期値） 

通知 

非通知 

非通知 

通知 

通知 

184*99***1# 

設定なし(初期値） 

非通知（ダイヤルアップネットワーク 
の「184」が優先される） 

非通知 

通知 

186*99***1# 

設定なし(初期値） 

通知（ダイヤルアップネットワークの 
「186」が優先される） 

非通知 

通知 


• 「186」(通知)/「184」(非通知）を[設定なし](初期値)に戻すには、 「 AT * DGPIR =0」 と入力してください。 

• ドコモのインターネツト接続サービヌ mopera U まだは mopera をご利用になる場合は、発信者番号を[通知]に 
設定する必要があります。 


■ダイヤルアップ ネットワークを設定する 

接続先および TCP / IP プロトコルを設定します。設定内容の詳細については、インターネットサービスプ 
ロパイダやネットワーク管理者にお問い合わせ<ださい。 

■接続先について 

パケット通信では、あらかじめ接続先 ( APN ) 設定をしておきます。接続先 ( APN ) 設定で1〜10の管理番号 ( cid ) に 
接続先 ( APN ) を登録しておけば、その管理番号を指定してパケット通信ができます。接続先 ( APN ) 設定とはパソ 
コンでバケツト通信用の電話帳を登録するようなもので、通常の電話帳と比較すると次のようになります。 


電話帳の登録 

バケツト通信の設定 

登録番号(メモリ番号） 

1〜10の管理番号 ( cid ) 

相手の名前 

接続先の名前(接続先 ( APN )) 

相手の電話番号 

*99***< cid ># 


たとえば、 mopera の接続先 ( APN ) 、「 moperane . jp 」 を cid 1に登録している場合、「*99***1#」とし、う接続先番号を 
指定すると、 mopera に接続できます。他の cid に登録した場合も同様です。 

*99 林*1# : cidl に登録した接続先 ( APN ) に接続します。*99#でも接続できます。 

*99 林*2# : cid 2 に登録しだ接続先 ( APN ) に接続します。 

I 

*99 林*10# : cid 10に登録した接続先 ( APN ) に接続します。 

お買しヽ上げ時、 cid 1には mopera に接続するための APNr mopera . ne . jp 丄く PDP _ type > は 「 PPP 」 が、 cid 2 には mopera 
U に接続するための APNrmoperaned 、 く PDP _ type > は 「 PPP 」 が、 cid 3 には mopera U に接続するための APN 
「 mopera . net 」 、く PDP _ type > は 「 IP 」 が、 cid 4 には mopera U に接続するための APNrmpr . ex - pkt . net 」、 く PDP _ type > は 
「 PPP 」 が登録されています。 mopera または mopera U の接続先 ( APN ) 以外のインターネットサービスプロバイダ 
や企業 LAN に接続する場合は、 cid 5 〜10に接続先 ( APN ) を登録してくださしヽ(ぼ P .21)。 

64 K データ通信では、接続先にはインターネットサービヌプ□バイダやネットワーク管理者から指定されだアク 
セスポイントの電話番号を入力します。 

參設定内容の詳細については、インターネットサービスプロバイダやネットワーク管理者にお問い合わせ<だ 
さい。 

• 64 K データ通信をご利用の場合のアクセスポイントの電話番号は 、 mopera U をご利用の場合「*8701丄 
mopera をご利用の場合「*9601」です 0 

• バケット通信をご利用の場合の接続先番号は 、 mopera U をご利用の場合 「*99***3#」、 mopera をご利用の場 
合 r *99 林* 1 #」です(お買い上げ時)。 
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■ Windows 7 、 Windows Vista でダイヤルアップネットワークの設定をする 

Windows 7では「ネットワークの接続ウイザード」を使用して、接続先 ( APN ) を設定します。 

く例 〉 Windows 了で、く cid >=3 を使いドコモのインターネット接続サービス mopera U へ接続する場合 

• Windows Vista をご使用のときは、画面の表示が異なります。 

• mopera U をご利用いただく場合は、お申し込みが必要(有料)となります。 

1[スタート]メニュー ► [コントロールパネル]をクリックする。 

Windows Vista の場合 

1[ヌタート]メニュー ►[接続 先]をクリックし、操作4へ進む。 

2 [ネットワークとインターネット]をクリックする。 

3 [ネットワークと共有センター]をクリックする。 

v •ネットワークに接続画面が表示されます。 

n [新しい接続またはネットワークのセットアップ]をクリックする。 

■ •ネットフークに接続画面が表示されます。 

Windows Vista の場合 

1[接続またはネットフークをセットアップします]をクリックする。 

g [ダイヤルアップ接続をセットアップします] ► [次へ]をクリックします。 

• Bluetooth 接続の場合は、[(ご使用の Bluetooth リンク経由標準モデム）]まだは [( Bluetooth 機器メーカが 
提供している Bluetooth モデム)]を選んで<ださい。 

• パソコンに2台以上のモデムが接続されている場合は、[どのモデムを使いますか？]という画面が表示 
されますので 、 [FOMA SH 03 D ] を選んでください。 

• ダイヤルアップ接続の作成画面が表示されます。 

g [ダイヤルアップの電話番号]に接続先の 

番号、[接続名]に任意の接続名を入力して 

[接続]をクリックする。 

• [ダイヤルアップの電話番号]は、ここではく cid >=3 
(mopera U ) への接続のため、「*99林*3#」を入力し 
ます。 

• mopera U または mopera をご利用の場合は、[ユー 
ザー名]と[パヌワード]については空欄でも接続で 
きます。 

• mopera U または mopera 以外のプ□バイダに接続す 
る場合の[ユーザー名]と[パスワード]は、プ□バイ 
ダご使用のユーザー名とパヌワードを入力して<だ 
さい。 


7 [(接続名）に接続中]と表示されたら，[スキップ]をクリックする。 

* • ここではすぐに接続せずに、設定の確認のみを行います。 

• [スキップ]をクリックしなかった場合、インターネットに接続されます。 

8 [閉じる]をクリックする。 

Windows Vista の場合 

1[接続をセットアップします]をクリックし、[閉じる]をクリックする。 

0 [スタート]メニュー ► [コントロールパネル]をクリックする。 

Windows Vista の場合 

1[ヌタート]メニュー ► [ネットワーク]をクリックする。 

2 [ネットヮークと共有センター] ► [ネットヮーク接続の管理]を順にクリックし、操作12へ 
進む。 



ワ-ド®文宇* »ST8(S) 

H こ®ノ《つード® E 憶する⑻ 


foma 

® ID 他の人がこ®*使うこと S 肝可 T«(A) 

このオプションによつて，こ®コンピュータ_にアクすべての人がこ使 
无ます • 
isptf 衣りま廿ん 


「雖 (Q ) 「 
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in [ネットワークとインターネット]をクリックする。 

11 [ネットワークと共有センター] ► [タスク]の[アダプターの設定の変更]をクリッ 

• ネットワーク接続画面が表示されます。 

19 作成した接続先アイコンを選んで、右クリックで[プロパティ]を選ぶ。 

• プ□パティ画面が表示されます。 

13 [全般]タブの各項目の設定を確認する。 

IU • パソコンに2台以上のモデムが接続されているとき 

■ FOMA 充電機能付 USB 接続ケープル02の場合： 

[接続の方法]の [FOMA SH03D] が0になってい 
るか確認します。□の場合は、 H にします。まだ、 

[FOMA SH03D] 以外のモデムの0を□にしま 
す。 

■ Bluetooth 接続の場合：[接続の方法]の[(ご使用 
の Bluetooth リンク経由標準モデム ）] まだは 
[(Bluetooth 機器メーカが提供してし、る Bluetooth 
モデム)]が0になっているか確認します。□の場 
合は、0にします。まだ、 [ (ご使用の Bluetooth リ 
ンク経由標準モデム) ] まだは [(Bluetooth 機器 
メーカか提供している Bluetooth モデム)]以外の 
モデムの0を□にします。 

• [ダイヤル情報を使う]が□になっていることを確 

認します。0の場合は、□にします。 


0^?弱 1 了:岡爾炉^ 

口®モデム-楞準56000 bps モデム (C0M1) 


囡 


0すべてのデV彳イスで•同じ番号を呼 U 出す (U 
0最初に利用で•き5デノ S イス 0D みタイヤル寸 

電話番号 

市外局番 (£): 電話番号 (E> 


国番号/地域番号 (0): 


0タイヤル情報を使う (§) 

0削《»_動喊「 摘シ-に贿声吡 嫩⑽ 


| 「キャンセル I 


yi [ネットワーク]タブをクリックし、各項目 
の設定を確認する。 

• [この接続は次の項目を使用します]の欄は、[イン 
ター ネットプ□トコル バージ ヨン4 (TCP/IPV4)] の 
みを0にします。[〇 oS パケットスケジユーラ]は、 

ご使用のプロバイダの指示に従つて設定して <ださ 
い0 



1R [オプシヨン]タブをクリツクし、 [PPP 設定]をクリツクする。 

IW • PPP の設定画面が表示されます。 


16 


すべての項目を□にし、 [OK] をクリック 
する。 


• オプション設定画面に戻ります。 
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1][ OK ] をクリックする。 

11 •接続先と TCP/IP プロトコルが設定されます。 

• ダイヤルアップ接続するには P .28 を参照してください。 

■ Windows XP でダイヤルアップネットワークの設定をする 

Windows XP では「ネットワークの接続ウイザード」を使用して、接続先 ( APN ) と TCP/IP プロトコルの両方を設 
定します。 

く例 >< cid >=3 を使いドコモのインターネット接続サービス mopera U へ接続する場合 
• mopera U をご利用いただく場合は、お申し込みが必要(有料)となります。 

1 [スタート]メニュー ► [すべてのプログラム] ► [アクセサリ] ► [通信] ► [ネット 
ワーク接続]をクリックする。 

• ネットワーク接続画面が表示されます。 

2 [ネットワークタスク]の[新しい接続を作成する]をクリックする。 

“ •新しい接続ウイザード画面が表示されます。 

3 [次へ]をクリックする。 

w •ネットワーク接続の種類を選ぶ画面が表示されます。 

H [インターネットに接続する]を選んで[次へ]をクリックする。 

■ • 準備画面が表示されます。 

5 [接続を手動でセットアップする]を選んで[次へ]をクリックする。 

v •インターネット接続画面が表示されます。 

g [ダイヤルアップモデムを使用して接続する]を選んで[次へ]をクリックする。 

w • デバイスの選択画面が表示されます。 

7 [モデム - FOMA SH 03 D ( COMx )] を選んで[次へ]をクリックする。 

1 • 「 X 」には数字が入ります。 

• 接続名画面が表示されます。 

• Bluetooth 接続の場合は、 [ (ご使用の Bluetooth リンク経由標準モデム） ] または [ (Bluetooth 機器メーカが 
提供している Bluetooth モデム)]を選んでください。 

• 複数のモデムがインストールされている場合のみ、この画面が表示されます。 

6 [ ISP 名]に任意の接続名を入力して[次へ] 

をクリックする。 

• ダイヤルする電話番号画面が表示されます。 

• [ISP 名]とは、インターネツトサービスプロバイダの 
名称です。 
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g [電話番号]に接続先の番号を入力して[次 
へ]をクリックする。 

• インターネツトアカウント情報画面が表示されま 
す0 

• ここではく cid >=3 (mopera U ) への接続のため、 
f *99 林*3#」を入力します。 



In 各項目を画面例のように設定し、[次へ]を 
クリックする。 

• 新しい接続ウイザードの完了画面が表示されます。 

• mopera U または mopera をご利用の場合は、[ユー 
ザー名]と[パヌワード]については空欄でも接続で 
きます。 

• mopera U または mopera 以外のプ□バイダに接続す 
る場合の[ユーザー名]と[ノ \°スワード]は、プ□バイ 
ダご使用のユーザー名とパスワードを入力して<だ 
さい。 



11[新しい接続ウイザードの完了]が表示されたら、[完了]をクリツクする。 

11 •新し < 作成した接続ウイザードが表示されます。 


17設定内容を確認し、[キャンセル]をクリックする。 

• ここではすぐに接続せずに、設定の確認のみを行います。 


13 作成した接続先アイコンを選んで[ファイル]メニューの[プロパティ]を選ぶ。 

lw • 接続先のプロパティ画面が表示されます。 


U [全般]タブの各項目の設定を確認する。 

n • パソコンに2台以上のモデムが接続されているとき 

■ FOMA 充電機能付 USB 接続ヶープル02の場合： 
[接続の方法]の [FOMA SH 03 D ] が0になってい 
るか確認します。□の場合は、0にします。また、 
[FOMA SH 03 D ] 以外のモデムの0を□にしま 
す。 

■ Bluetooth 接続の場合：[接続の方法]の[(ご使用 
の Bluetooth リンク経由標準モデム ）] まだは 

[( Bluetooth 機器メーカが提供してし、る Bluetooth 
モデム)]が0になっているか確認します。□の場 
合は、0にします。まだ、 [ (ご使用の Bluetooth リ 
ンク経由標準モデム) ] まだは [( Bluetooth 機器 
メーカが提供している Bluetooth モデム)]以外の 
モデムの0を□にします。 

• [ダイヤル情報を使う]が□になっていることを確 
認します。0の場合は、□にします。 
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15 [ネットワーク]タブをクリックし、各項目 

の設定を確認し、[設定]をクリックする。 

• [呼び出すダイヤルアップサーバーの種類]は 
[ PPP : Windows 95/98/ NT 4/2000, Internet ] に設定 
します。 

• [この接続は次の項目を使用します]の欄は、[イン 
夕ーネットプロトコル ( TCP / IP )] のみを0にしま 
す。 [ QoS パケットスケジューラ]は設定変更できま 
せんので、そのままにしておいて < ださい。 

• PPP 設定画面が表示されます。 

• ISP などに接続する場合の TCP / IP 設定は、 ISP または 
ネットワーク管理者に確認して<ださい。 
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すべての項目を□にし、 [0 K ] をクリック 
する。 


• 接続先のプロパティ画面に戻ります。 



1] [プロパティ]の画面で [0 K ] をクリックする。 

11 •接続先と TCP / IP プロトコルが設定されます。 

• ダイヤルアップ接続するには P .28 を参照してください。 


■ダイヤルアップ 接続する 

く例 〉 Windows 了で FOMA 充電機能付 USB 接続ケープル02を利用してダイヤルアップ接続する場合 
• Windows Vista、Windows XP をご使用のときは、画面の表示が異なります。 

1 FOMA 端末を FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02でパソコンに接続する。 

9 [スタート]メニュー ► [コントロールパネル]をクリックする。 

Windows Vista の場合 

1[ヌタート]メニュー ►[接続 先]をクリックし、操作6へ進む。 

Windows XP の場合 

1[ヌタート]メニュー ► [すべてのプ□グラム] ► [アクセサリ] ► [通信] ► [ネットワーク接 
続]をクリックし、操作6へ進お。 

3 [ネットワークとインターネット]をクリックする。 

n [ネットワークと共有センター]をクリックする。 

5 [タスク]の[アダプターの設定の変更]をクリックする。 

v •ダイヤルアップネットワーク画面が表示されます。 
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g 接続先のアイコンをダブルクリックする。 

v • 接続画面が表示されます。 

• 接続先のアイコンを選んで[ファイル]メニューの 
[接続]を選んでも、接続画面が表示されます。 


7各項目を確認し、[ダイヤル]をクリックす 
る。 

• 接続先へ接続されます。 

• [ダイヤル]には「ダイヤルアップネットワークを設 
定する」（ぽ P .23) で設定した電話番号が表示されま 
す。 

• 接続先が mopera U または mopera の場合、[ユーザー 
名]と[ノ \°スワード]については空欄でも接続できま 
す。 




■切断するには 

インターネットブラウザを終了しだだけでは切断されない場合があります。確実に切断するには、次の操作をし 
てください。 

1 タスクトレイの [ S ] ►切断先をクリックし、[切断]をクリックする。 

1 • 接続が切断されます。 

Windows Vista の場合 

1タヌクトレイの[連] ► [接続または切断…]をクリックし、切断先のアイコンをダブルクリッ 
クする。 

Windows XP の場合 

1タヌクトレイの [ g ] をクリックし、[切断]をクリックする。 
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データの 送受信 ( OBEX ™ 通信） について 


■ FOMA 端末内のデータをパソコンと送受信する 

• FOMA 端末は、データ通信用のプ□トコルとして、 OBEX ™ 機能を持っています。 FOMA 端末を FOMA 充電機能 
付 USB 接続ケープル02(別売)で/\°ソコンに接続し、本データ通信(〇 BEX ™ 通信によるデータの送受信)を 
使って電話帳、電話番号表示の所有者情報、スケジュール、送信メール ( SMS 含む)、受信メール ( SMS 含む)、未 
送信メール （ SMS 含む）、エリアメール、メモ、メ□デイ、マイピクチヤ、 i モーション、マイドキュメント、プッ 
クマーク、トルカ、デ]メアニメ®テンプレート、現在地通知先、設定情報のデータを送受信できます。 

• FOMA 端末では、次の3通りのデータ送信が可能です。 

■ パソコンから FOMA 端末にデータを1件ずつ送信する （ 1件書き込み） 

■ パソコンから! ^ OMA 端末にデータを一括して送信する(全件書き込み） 

■ TOMA 端末からバソコンにデータを一括して送信する(全件読み出し） 

•データの送受信中は圏外となり、音声電話やテレビ電話、 i モードや i モードメール、パケット通信などはで 
きません。 

• データの送受信終了後、しばらく [圏外] と表示される場合があります。 

• FOMA 端末とパソコンが正しく接続されているか十分に確認してください。正しく接続されていない場合、データの 
送受信ができないだけでな <、データが失われることがあります。 

• FOMA 端末の電池残量が十分残っていることを確認して < ださい。電池残量がほとんど残っていない状態や電池切 
れの状態では、データの送受信ができないだけでなく、データが失われることがあります。データの送受信中は、卓上 
ホルダで FOMA 端末を充電することをおすすめします。 

參 パソコンの電源についても確認して<ださい。データの送受信ができないだけでなく、データが失われることがあり 
ます。 

參 待受画面の状態でデータ通信を行ってください。待受画面に動画/ i モーションを設定している場合は、動画/ 
i モーションの再生を停止してからデータ通信を行って<ださい。 

• 通信中(音声通話やテレビ電話、データ通信)にデータの送受信はできません。また、データの送受信中には他の通信 
もできません。ただし、データの送受信開始直後などは着信を受ける場合があります。その場合、データの送受信が中 
止されます。 

• ド コモ miniUlM カード内の電話帳は送信できません。 

參 i アプリの起動指定が貼り付けられているメールは、貼り付けられているデータを削除して送信されます。 

• 本文と合わせて 100 K バイトを超えるメールの添付データは削除して送信されます。 

• オールロックまたはパーソナルデータロックが設定されている場合、電話帳などのデータの送受信はできません。 

• ダイヤル発信制限が設定されている場合、電話帳のデータは送受信できません。 

• データの大きさによっては、送受信に時間がかかる場合があります。また、データの大きさによっては FOMA 端末で 
受信できなしヽ場合があります。 

參 電話帳のデータを受信する場合、1件受信のときは、メモリ番号[0010]から、全件受信のときは、メモリ番号の情報 
に従って登録します。 

• 電話帳を全件受信すると、電話番号表示に登録されているプロフィール （ 1件目の電話番号を除 <) も上書きされま 
す。 

* 電話帳はメモリ番号順に送信されます。 

參 全件送信を行うと電話番号表示のプロフィールは電話帳と一緒に送信されます。 

• 2 M バイトを超える PDF は送信できません0 

• データの送受信 ( OBEX ) は次の方法で行うこともできます(機能によっては送受信できないデータがあります)。 

■ 赤外線通信 _ i C 通信 ■ microSD カード ■ Bluetooth 通信 

■ データの送受信 ( OBEX ™ 通信）に必要な機器 

• データの送受信を行うには、 OBEX ™ 規格に準拠したデータ転送用のソフトをインターネットからダウン□— 
ドし、パソコンにインストールする必要があります。データ転送用のソフトの動作環境、インストール方法に 
ついては、データ転送用のソフトの取扱説明書を参照してください。また、あらかじめ FOMA 通信設定フアイ 
ルのインヌトール （03= P . 了〜 P .9) が必要です。 

• FOMA 端末とパソコンの接続には、 FOMA 充電機能付 USB 接続ケープル02が必要です。 

• FOMA 端末のデータの送受信(〇 BEX ™ 通信)機能は、 IrMC ™1.1 規格に準拠しています。ただし、相手機器が IrMC ™1.1 
規格に準拠していてもアプリケーシヨンによっては送受信できないデータがあります。 
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I データを 1 件送信する （1 件書き込み) 


❿パソコンから! ^ OMA 端末へデータを1件ずつ送信します。 

• FOMA 端末からパソコンへ1件ずつ送信することはできません。 

• データ送信の操作方法は、データ転送用のソフトによって異なります。詳しくは、データ転送用のソフトの取 
扱説明書を参照して < ださい。 

1 パソコンからデータ転送用のソフトを使ってデータ送信 （1 件書き込み)の操作を 
行ぅ。 

• データ送信のしかたについては、データ転送用のソフトの取扱説明書を参照して < ださい。 


• 電話帳のデータを1件ずつ受信するとき（パソコンから FOMA 端末へ送信するとき）は電話帳のメモリ番号[0010]〜 
[1999] の空いているメモリ番号の中で最も若いメモリ番号に登録されます。[0010]〜 [1999] がすべて登録されて 
いるときは、[0000]〜 [0009] の空いているメモリ番号の中で最も若いメモリ番号に登録されます。 

• 電話帳のデータを受信した場合、すでに名前や電話番号またはメールアドレヌが2000件登録されているときや2000 
件を超えるときは、登録できないことを通知するメッセージが表示されます。 


| データを全件送信する（全件書き込み/全件読み出し） 

* パソコンと FOMA 端末の間で一括書き込みと一括読み出しができます。 

• 「全件書き込み」あるいは「全件読み出し」の操作では、データ転送用のソフトと FOMA 端末の両方で認証パス 
ワードを入力する必要があります。 

參データ送信の操作方法は、データ転送用のソフトによって異なります。詳し<は、データ転送用のソフトの取 
扱説明書を参照して <ださい。 

1 パソコンからデータ転送用のソフトを使ってデータ送信(全件転送)の操作を行う。 

1 • データ送信のしかだについては、データ転送用のソフトの取扱説明書を参照して < ださい。 

• パソコン側でも認証パスワードの入力が必要です。 

• 認証パスフードは4桁の数字を入力して<ださい。 

9 FOMA 端末で、端末暗証番号 （ 4〜8桁の数字）と認証パスワード （ 4桁の数字)を入 
力する。 


3 データ送信を開始する。 

• パソコンから FOMA 端末への全件書き込みを行うと FOMA 端末のデータはすべて書換えられます。元の FOMA 端末 
のデータは消去されますので、ご注意ください。シークレツト登録した電話帳、スケジュール、保護されたメールを含 
みます。ただし、データ BOX の画像や i モーション、メ□デイ、 PDF 、 またはデコメアニメ®テンプレートの場合、元の 
データは削除されずに追加保存されます。 

• パソコンから FOMA 端末への全件書き込みの途中で送信エラーが起こると、送信中の FOMA 端末のすべてのデータ 
が消去されることがあります。全件書き込みの前にケーフルの接続、 FOMA 端末の電池残量、パソコンの電源の状態 
を確認してください。データの送信中は、卓上ホルダで FOMA 端末を充電することをおすすめします。 

• 相手の機器によっては、通信状況(パー表示)が表示されないことがあります。 
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■ AT コマンドについて 

AT コマンドとは、パソコンで FOMA 端末の各機能を設定するためのコマンド(命令）です。パソコンでコ 
マンドを入力すると、その内容に従って FOMA 端末が動作します。 

■ AT コマンドの入力形式 

AT コマンドは、コマンドの先頭に必ず AT を付けて入力します。必ず半角英数字で入力してください。 

入力例 

ATD *99***1 #S 

丁 ^ TT 

リターンマーク： Enter キーを押します。コマンドの区切りになります 0 
パラメータ：コマンドの内容です。 

コマンド：コマンド名です。 

AT コマンドはコマンドに続くパラメータ（数字や記号)を含めて、必ず1行で入力します。1行とは最初の文字 
から□を押しだ直前までの文字のことで、160文字 ( AT 含む）まで入力できます。 

■ AT コマンドの入カモード 

AT コマンドで FOMA 端末を操作するには、パソコンを夕ーミナルモードにしてくださしヽ。夕ーミナルモードにす 
ると、キーボードから入力された文字がそのまま通信ポートに送られ、 FOMA 端末を操作できます。 

參オフラインモード 

FOMA 端末が待受の状態です。通常 AT ] マンドで FOMA 端末を操作する場合は、この状態で操作を行います。 
• オンライン データモー ド 

FOMA 端末が通信中の状態です。この状態のときに AT コマンドを入力すると、送られてきた文字をそのまま 
通信先に送信して、通信先のモデムを誤動作させることがあります。通信中は AT コマンドを入力しないでく 
ださい。 

參オンラインコマンドモード 

FOMA 端末が通信中の状態でも、特別な操作をすると、 AT コマンドで FOMA 端末を操作できる状態になりま 
す。その場合、通信先との接続を維持しだまま AT ] マンドを実行し、終了すると再び通信を続けられます。 

• 外部機器から 64 K データ通信で発信を行った場合、 2 in 1 のモードが [A モード]/[デュアルモード]のときは A ナン 
バーで発信します。 [ B モード]のときは B ナンバーで発信します。ただし、[デュアルモード]設定時の AT コマンドによ 
るリダイヤル発信を行った場合は、最後に発信したナンバーでリダイヤル発信します。 

• ターミナルモードとは、パソコンを1台の通信端末（ターミナル)のように動作させるモードです。キーボードから入 
力した文字が通信ポートに接続されている機器や回線に送られます。 

■オンライン データモードとオンラインコマンドモードを切り替える 

FOMA 端末をオンラインデータモードからオンラインコマンドモードに切り替えるには、次の方法があります。 
• +++コマンドまたは S 2 レジスタに設定したコードを入力します。 

❿ AT & D 1 に設定されているときに、 RS -232 C ※の ER 信号を〇 FF にします。 

また、オンラインコマンドモードからオンラインデータモードに切り替えるには、 AT 〇□と入力します。 

※ USB インターフエースにより、 RS -232 C の信号線がエミユレートされていますので、通信アプリケーシヨンに 
よる RS -232 C の信号線制御が有効になります。 
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■ AT コマンドー覧 

[ M]：FOMA SH 03 D Modem Port で使用できる AT コマンドです。 


AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT 

[ M ] 

- 

本コマンドのあとに本一覧表のコマンドを付 
加することで FOMA 端末のモデム機能を制御 
することができます。 

※ AT のみ入力した場合でも 0 K が応答されま 
す0 

AT 0 

0 K 

AT%V 

FOMA 端末の/ ジョンを表示し 
ます， 2 


AT%VQ 

Verl.OO 

[ M ] 



OK 

AT & C く n > 

[ M ] 

DTE への回路 CD ( DCD ) 信号の動 
作条件を設定します。％ 1 

n =0 :回路 CD を常に〇 N 
n =1 :回路 CD 信号は回線接続状態に従って変化 
(お買い上げ時） 

& C 1 に設定する場合は、接続完了時の 
CONNECT を送出する直前に CD 信号を 「 ON 」 
にします。回路が切断され 、 "NO CARRIER " 

を送出する直前に CD 信号を 「 OFF 」 にします。 

AT & C 1 Q 

OK 

AT & D く n > 

[ M ] 

オンラインデータモードのとき 
に、 DTE から受け取る回路 ER 
( DTR ) 信号が 「 ON 」 から 「 OFF 」 に 
変わったときの動作を設定しま 
す。※- 1 

n =0 :状態を無視(常に〇 N とみなす） 
n =1 :〇 N から OFF に変わるとオンラインコマ 
ンドモード状態になる 
n =2 :0 N から OFF に変わると回線を切断し才 
フラインモード状態になる(お買い上げ 
時） 

at & d ia 

OK 

AT & E く n > 

[ M ] 

接続時の速度表示仕様を選択しま 
す。※- 1 

n =0 :無線区間通信速度を表示 
n =1 : DTE シリアル通信速度を表示(お買い上 
げ時） 

AT&EOQ 

OK 

AT&F く n > 

[ M ] 

FOMA 端末の AT コマンド設定値 
をお買い上げ時の状態にリセット 
します。通信中に本コマンドを入 
力した場合は、回線を切断してか 
らリセットします。 

n =0 のみ指定可能(省略可） 

AT & F 0 

OK 

AT & S く n > 

[ M ] 

DTE へ出力するデータセットレ 
デイ （ DR ) 信号の制御のしかたを 
設定します。％ 1 

n =0 :常時 ON (お買い上げ時) 
n =1 :回線接続時に DR 信号 ON 

AT&SOg 

OK 

AT & W < n > 

[ M ] 

現在の設定値を FOMA 端末に記憶 
します。※ 2 、※ 5 

n =0 のみ指定可能(省略可） 

AT & W 0 

OK 

AT 氺 DANTE 

FOMA 端末の電波の受信状態を表 
示します。 

本コマンドにより応答されるリザルトは次の 
書式とします。 

氺 DANTE : く m > 

AT * DANTE 0 

* DANTE :3 

OK 

[ M ] 


< m > 

0 : FOMA 端末にて圏外と表示される状態 

1: F 0 MA 端末にてアンテナ本数0本もしく 
は1本の状態 

2 : F 0 MA 端末にてアンテナ本数2本の状態 

3 : F 0 MA 端末にてアンテナ本数3本の状態 


AT * DGANSM =< n > 

[ M ] 

パケット着信呼に対する着信拒 
否/許可設定のモードを設定しま 
す。本]マンドの設定は、設定]マ 
ンド入力後のパケット通信着信呼 
のみ有効です。※ 2 

n =0 :着信拒否設定および着信許可設定を 
[ OFF ] に設定(お買い上げ時） 
n =1 :着信拒否設定を [ ON ] に設定 
n =2 :着信許可設定を [ ON ] に設定 

AT * DGANSM =0 Q 1 

OK 

AT * DGANSM?a 

* DGANSM :0 

OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT 氺 DGAPL =< n > 

バケツト着信呼に対して着信を許 

< n > / \°ラメータによって着信許可リヌトへの 

AT * DGAPL =0 ,ia 

[,< cid >] 

可する接続先 ( APN ) を設定しま 

追加および削除を指定し、く cid > ノ \°ラメータを 

OK 


す。 APN 設定は 「+ CGDC 〇 NT 」 で 

省略した場合は、く cid > のすべてを リスト に追 

AT * DGAPL ?0 


定義されたく cid > パラメータを使 

加 « n >=0) あるいは削除 « n >= 1 ) します。本コ 

氺 DGAPL 1 


用します。 

マンドで追加(削除）しようとするく cid > が 
「 + CGDCONTJ コマンドで定義されていない 
場合でも、リストへ追加(削除)できます。 
n =0 :リヌトへ追加(く cid > で定義された APN を 

OK 



着信許可リヌトに追加） 




n =1 :リストから削除(く cid > で定義された APN 


[ M ] 


を着信許可リフトから削除） 


AT * DGARL =< n > 

バケツト着信呼に対して着信を拒 

く n > パラメータによって着信拒否リヌトへの 

AT * DGARL =0 ,ia 

[,< cid >] 

否する接続先 ( APN ) を設定しま 

追加および削除を指定し、く cid > ノ \°ラメータを 

OK 


す。 APN 設定は 「+ CGDC 〇 NT 」 で 

省略した場合は、く cid > のすべてをリストに追 

AT*DGARL?a 


定義されたく cid > パラメータを使 

加 « n >=0) あるいは削除 « n >= 1 ) します。本コ 

氺 DGARL 1 


用します。 

マンドで追加(削除）しようとするく cid > が 
「 +CGDCON 丁」コマンドで定義されていない 
場合でも、リストへ追加(削除)できます。 
n =0 :リストへ追加(く cid > で定義された APN を 

OK 



着信拒否リヌトに追加） 




n =1 :リストから削除(く cid > で定義された APN 


[ M ] 


を着信拒否リヌトより削除） 


AT*DRPW 

FOMA 端末から通知される受信電 

本コマンドにより応答されるリザルトは次の 

AT * DRPW 01 


力値を表示します。* 2 

書式とします。 

* DRPW :0 



* DRPW : く m > 

OK 

[ M ] 


m :〇〜75(受信電力の値） 


AT * DGPIR =< n > 

本コマンドの設定は、発信時に有 

n =0 :パケット通信確立時、接続先 ( APN ) にその 

AT * DGPIR = O 0 


効です。ダイヤルアツプネツト 

まま接続(お買い上げ時） 

OK 


ワークの設定でも、接続先の番号 

n =1 :パケット通信確立時、接続先 ( APN ) に184 

AT * DGPIR?a 


に186 (通知)/184 (非通知）を付 

を付けて接続 

* DGPIR :0 


けることができます。& 2 

n =2 :パケット通信確立時、接続先 ( APN ) に186 




を付けて接続 

OK 



本コマンドとダイヤルアップネットワークの 
両方で186 (通知)/184 (非通知）を設定した 
場合については、 P .23 「ダイヤルアップネット 
ワークでの通知/非通知設定について」を参 


[ M ] 


照して<ださい。 


+++ 

F 〇 MA 端末のモードをオンライン 


(通信中) 


データモードからオンラインコマ 


+++ (表示は見え 


ンドモードへ移行します。 

— 

ない） 


エスケープガード区間は、1秒の 


OK 

[ M ] 

固定値です。％ 2 



AT + CACM=[<p 

UIM に記録される累積課金値をリ 

本コマンドで、パスフードが一致した場合は、 

AT + CACM ="0123" 

asswd >] 

セツトします。％ 2 

UIM に記録される累積課金値をリセットしま 

□ 



す。 

OK 



く passwd 〉 ： SIM PIN 2 

※ストリングパラメータであり、入力時は"で 


[ M ] 


囲みます。 


AT + CAOC=[<m 

現在の課金値の問い合わせを行い 

<. mode > 

AT + CAOC 0 

ode >] 

ます， 2 

0 :現在の呼の課金を問い合わせる 

+ CAOC :” 00001 E " 



本コマンドにより応答されるリザルトは次の 
書式とします。 

OK 

[ M ] 


+ CAOC :"< ccm >" 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT+CBC 

バッテリー状態の問い合わせを行 

本コマンドにより応答されるリザルトは次の 

AT+CBCg 


います。※ 2 

書式とします。 

+ CBC : 0,80 



+ CBC :< bcs >,< bcl > 






OK 



< bcs > 




0 

バッテリーにより FOMA 端末が動作して 





いる状態 




1 

充電中 




2 

バッテリー未接続状態 




3 

減電中 




< bcl > 


[ M ] 


〇〜100(バッテリ-残量） 


AT + CBST=[<sp 

発信時のペアラサービスの設定を 

く speed > 

AT + CBST = 116,1,0 

eed > [，く name 〉 [，く 

行います。 AT+FCL ASS =< n > コマ 

116： 64 K データ通信(お買い上げ時） 

□ 

ce >]]] 

ンド （》^ P .38) が0のときのみ有効 



OK 


です。※ 1 

く name > 




1 

固定値 




く ce > 


[ M ] 


0 

固定値 


AT+CEER 

直前の通信の切断理由を表示しま 

「切断理由一覧」を参照(ぽ P .42)。 

AT + CEER 0 


す。※ 2 



+ CEER 36 

[ M ] 




OK 

AT+CGDCONT 

パケット発信時の接続先 ( APN ) を 

「 AT コマンドの補足説明」を参照 ( o ^ P .42)。 

「 AT コマンドの補 


設定します。& 2 



足説明」を参照 

[ M ] 




(ぼ P .42)。 

AT+CGEQMIN 

バケット通信確立時にネットフー 

「 AT コマンドの補足説明」を参照 (》^ P _43)。 

「 AT コマンドの補 


ク側から通知される QoS (サービ 



足説明」を参照 


ヌ品質)を許容するかどうかの判 



(ぼ P .43)。 

[ M ] 

定基準値を登録します。& 2 




AT + CGEQRE 〇 

パケット通信時の発信時にネット 

「 AT コマンドの補足説明」を参照 ( o ^ P .44)。 

「 AT コマンドの補 


ワークへ要求する QoS (サービス 



足説明」を参照 

[ M ] 

品質)を設定します。 * 2 



(ぽ P .44)。 

AT+CGMR 

FOMA 端末の/ T — ジョンを表示し 



AT + CGMR 0 


ます， 2 



123456了890123 



— 


456 

[ M ] 




OK 

AT + CGREG =< n > 

ネットワーク登録状態を通知する 

< n > 

AT + CGREG=ig 


かどうかを設定します。通知され 

0 

設定しない(お買い上げ時） 

OK 


ている内容は圏内/圏^^です。& 1 

1 

設定する 

(通知ありに設定） 




AT + CGREG =1 に設定すると、 

AT + CGREG 70 




“+ CGREG : く stat >” の形式で通知されます。 

+ CGREG :1,0 




く stat > パラメータは、 0, U 5 をサボートしま 





す。 

OK 



< stat > 

(圏外を意味して 



0 

圏外 

いる） 



1 

圏内 ( home ) 

+ CGREG :1 



4 

不明 

(圏外から圏内に 

[ M ] 


5 

圏内 （ visitor ) 

移動した場合） 

AT+CGSN 

FOMA 端末の製造番号を表示しま 



AT + CGSN 0 


す。※ 2 



123456了890123 



— 


45 

[ M ] 




OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT + CLIP =< n > 

64 K データ通信の着信時に、相手 

< n > 

AT + CLIP = O 0 


の発信番号をパソコンに表示でき 

0 

リザルトを出さない(お買い上げ時） 

OK 


ます。※1 

1 

リザルトを出す 





r AT + CLIP ?」 のとき、 + CLIP : く n >, く m > を表示 

AT + CLIP?a 




します。 

+ CLIP :0,1 



< m > 




0 

発信時に相手に番号を通知しない NW 設定 

OK 



1 

発信時に相手に番号を通知する NW 設定 


[ M ] 


2 

不明 


AT + CLIR =< n > 

64 K データ通信の発信時に、電話 

く n > 

AT + CLIR =0 a 


番号を相手側に通知するかどうか 

0 

サービヌご契約の設定どおり 

OK 


を設定します。％ 2 

1 

通知しない 




2 

通知する(お買い上げ時） 

AT + CLIR 7 Q 




AT + CLIR ? のとき、 + CLIR : く n >, く m > を表示し 

+ CLIR : 2,3 




ます。 




< m > 

OK 



0 

CLIR は起動していない(常時通知） 




1 

CLIR は常時起動している(常時非通知） 




2 

不明 




3 

CLIR テンポラリ•モード(非通知デフオル 


[ M ] 


4 

CLIR テンポラリ•モード(通知デフオルト） 


AT + CDIP : く n > 

着サプアドレフの通知の有無を設 

く n > 

AT + CDIP = O 0 


定します。また、マルチナンパー契 

0 

サブアドレヌを表示しない 

OK 


約状況を確認できます。 


(お買い上げ時） 




1 

サブアドレヌを表示する 

AT + CDIP 70 



< m > 

+ CDIP :0,1 



0 

マルチナンバー未契約 




1 

マルチナンバー契約中 

OK 

[ M ] 


2 

不明 


AT + CMEE =< n > 

FOMA 端末のエラーレポートの有 

エラーを “ ERROR ” のみで表示するか、理由 

AT + CMEE =0 a 


無を設定します。％ 1 

を文字あるいは数値でレポートするかを設定 

OK 



します。 

AT+CNUMP 



< n > 

ERROR 



0 

リザルトコードを使用せずに “ ERROR ” 

AT + CMEE =1 Q 1 




を表示(お買い上げ時） 

OK 



1 

リザルトコードを使用し、数字で理由を表 

AT+CNUMQ 




示 

+CME ERROR :10 



2 

リザルトコードを使用し、文字で理由を表 




「 n =1」 または 「 n =2」 でエラーレポート表示に設 




定した場合、エラーレポートは次のように表 




示されます。 




+CME ERRORxxxx 




xxxx には数字または文字が表示されます。 


[ M ] 


「エラーレポー!覧」 （ i ^ P .42) 


AT+CNUM 

FOMA 端末の自局番号を表示しま 

number :電話番号 

AT+CNUMB 


す。※ 2 

type :129もしくは145 

+ CNUM :,"+8190 





12345678",145 



129:国際アクセス]-ド十を含まない 


[ M ] 


145:国際アクセス]-ド十を含お 

OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT+COPS=[<m 

接続する通信事業者を選択しま 

<.mode> 

AT+COPS 

ode> [，く format>[， 

す。※ 2 

0 :オート（自動的にネットワークを検索して 

=1,2, "441=001" 

く oper>]]] 


通信事業者を切り替える） 

□ 



1:マニュアル (<oper> に指定された通信事業 
者に接続する） 

0K 



2 :通信事業者との接続を解除(切断)する 

(MCC:440MNC: 



※非サポートとなります。 

3 :マッピングを行わない 

4 :マニュアルオート（く oper> に指定された通 

10に接続） 



信事業者に接続できなかった場合に「オー 
卜」の処理を行う） 




※非サポートとなります。 




〈format〉 

2 :固定値 




く oper> は国番号 (MCC) とネットワーク番号 
(MNC) からなる16進数の値で示します。 

書式は次のとおり。 




Digit 1 of MCC."octet 1 bits 1 to 4. 

Digit 2 of MCC."octet 1 bits 5 to 8. 

Digit 3 of MCO"octet 2 bits 1 to 4. 

Digit 3 of MNC—octet 2 bits 5 to 8. 

Digit 2 of MNC***octet 3 bits 5 to 8. 


[M] 


Digit 1of MNC—octet 3 bits 1 to 4. 


AT+CPAS 

FOMA 端末のアクテイビテイー状 

本コマンドにより応答されるリザルトは次の 

AT+CPAS0 


態問い合わせを行います。& 2 

書式とします。 

+CPAS: く pas> 

+CPAS:。 




0K 



く pas> 

0 : AT] マンド送受信可能 




1: AT コマンド送受信不可能 (+CPAS: 1のリ 
ザルトを送出しない） 




2 :不明 

3 : AT コマンド送受信可能かつ着信中 


[M] 


4 : AT コマンド送受信可能かつ通信中 


AT+CPIN=<pin>[ 

UIM に関するパスフード 

く pin〉 

AT+CRN?a 

,<newpin>] 

(PIN 1尸 IN2) の入力を行います。※ 2 

PIN 1入力待ち状態では PIN 1を入力(く pin〉 パラ 

+CPIN:SIM PIN1 



メータのみ入力） 

PIN2 入力待ち状態では PIN2 を入力(く pin〉 パラ 

OK 



メータのみ入力） 

(PIN 1入力待ち状 



PUK1 入力待ち状態では PUK 1を入力 

態を表している） 



PUK2 入力待ち状態では PUK2 を入力 

AT+CPIN="1234" 



※ストリングパラメータであり、入力時は"" 

□ 



で囲みます 

OK 



く newpin> 

AT+CRN?Q 



PUK1 入力待ち状態では新しい PIN 1を入力 
PUK2 入力待ち状態では新しい PIN2 を入力 

+CPIN:SIM PUK1 



※ストリングパラメータであり、入力時は"" 

OK 



で囲みます 

(PUK1 入力待ち状 
態を表している） 
AT+CPIN=" 12345 
67871234 "0 

[M] 



OK 

AT+CR=<mode> 

回線接続時に “CONNECT” のリ 

<.mode> 

AT+CR=1Q 


ザルトコードが表示される前に、パ 

0 :回線接続時に表示しない 

OK 


ヶット通信/ 64K データ通信を表 

(お買い上げ時） 

ATD*99***1# 


示するかどうかを設定します。& 1 

1:回線接続時に表示する 

+CRGPRS 


パケット通信のときは、 “GPRS” 

と表示され 64K データ通信のとき 


CONNECT 

[M] 

は “SYNC” と表示されます。 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT+CRC=<n> 

[M] 

着信時に拡張リザルトコードを使 
用するかどうかを設定します。％ 1 

n=0 :拡張リザルト]ードを使用しない(お買 
い上げ時） 

n=1 :拡張リザルトコードを使用する 

AT+CRC=0QI 

OK 

AT+CREG: く n> 

[M] 

ネットワークの圏内/圏外情報を 
表示するかどうかを設定しま 
す。※- 1 

AT+CREG=1 に設定すると、 “+CREG: く stat>” 

の形式で通知されます。 <stat>/ \°ラメータは 

0,1,4,5をサボートします。 

く n> 

0 :通知なし(お買い上げ時） 

1:通知あり 
<stat> 

0 :圏外 

1:圏内 (home) 

4 :不明 

5 :圏内 (visitor) 

AT+CREG=ia 

OK 

(通知ありに設定） 

AT+CREG70 

+CREG:1,0 

OK 

(圏外を意味して 
いる） 

+CREG:1 
(圏外から圏内に 
移動した場合） 

AT+CUSD=[<n> 

[,<str>[,<dcs>]]] 

[M] 

イサ加サービヌなどに関し、網側の 
設定を変更します。& 1 

<n> 

0 :中間リザルトを応答せず、 OK を応答する 
(お買い上げ時） 

1:中間リザルトを応答する 
く str> 

サービスコード 

※詳しくは『ご利用ガイドブック（ネットワー 
クサービス編)』をご覧ください。 

く dcs> 

0 :固定値 

AT+CUSD=0,"xxx 

xxx"Ql 

OK 

AT+FCLASS く n> 
[M] 

モード設定を行います。& 1 

<n> 

0 :データ（固定値） 

AT+FCLASS=0a 

OK 

AT+GCAP 

FOMA 端末の能カリストを表示し 
ます， 2 

_ 

AT+GCAP0 

+GCAP:+CGSM, 

+FCLASS.+W 

[M] 



OK 

AT+GMI 

FOMA 端末のメーカの名前が半角 
英数字で表示されます。※ 2 


AT+GMO 

SHARP 

[M] 



OK 

AT+GMM 

[M] 

FOMA 端末の製品名の略称 
(FOMA SH03D) がアルフアベッ 
卜および数字で表示されます。 

— 

AT+GMMB 
FOMA SH03D 

OK 

AT+GMR 

FOMA 端末のバージヨンを表示し 
ます， 2 


AT+GMRQ 

Verl.OO 

[M] 



OK 

AT+IFC=<n,m> 

[M] 

パソコンと FOMA 端末間の□一力 
ルフロー制御方式を設定しま 
す， 1 

DCE by DTE«n» 

0 :フ□一制御を行わない 

1: XON/XOFF フロー制御を行う 

2 : RS/CS(RTS/CTS) フロー制御を行う 
(お買い上げ時） 

DTE by DCE«m» 

0 :フロー制御を行わない 

1: XON/XOFF フロー制御を行う 

2 : RS/CS(RTS/CTS) フロー制御を行う 
(お買い上げ時） 

AT+IFC=2,20 

OK 

AT+WS46? 

[M] 

海外ネットフークサーチの 3G/ 
GSM 切替設定に従い、応答を行い 
ます， 2 

本コマンドにより応答されるリザルトは次の 
書式とします。 

<n> 

12 : GSM/GPRS モード設定時 

22 :3G モード設定時 

25 :自動モード設定時 

AT+WS467Q 

25 

OK 

(自動モード設定 
時） 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

A/ 

直前に実行したコマンドを再実行 


A/ 

[M] 

するときに使用します。 


OK 

ATA 

バケツト着信および 64K データ通 

バケット着信中には、 「ATA184Q)」( 発信者番 

RING 


信の着信時に入力すると、着信処 

号通知なし着信動作)および 「ATA 1860)」(発 

ATAB1 

[M] 

理を行います。※ 2 

信者番号通知あり着信動作)を入力できます。 

CONNECT 

ATD 

[M] 

発信処理を行います。 3 

• パケット通信 ATD*99 林* く cid>#(3 

ATD*99# を入力した場合： 

<cid>=1 (お買い上げ時)を用います(く cid> の 
入力を省略した場合は、 <cid>= 1になりま 
す)。 

ATD184*99*** く cid># で始まる書式を入 
力した場合： 

指定したく cid> に規定した接続先 (APN) に 
対して“184” が付加されます(発信者番 
号通知ありの "186” でも同様の操作かで 
ぎます)。 

• 64K デ-夕通信 ATD [パラメ-夕][電話番 
号] S 

相手側の電話番号に、〇〜9、*、#、+、 A、a、B、 
b、C、c、D、d、- (ハイフン）、スペース、 T、t、 

P、p、 !、 W、w、 @、，(カンマ)以外を設定した 
場合は、発信できません。の文字は入力 
可能ですが、ダイヤル時には認識されませ 
ん〇 

ATD*99*** 1 #0 
CONNECT 

ATE く n> 

パソコンから送信された本コマン 

n=0 :エコーバックなし 

ATE 10 

[M] 

ドに対して、 FOMA 端末がエコー 
を返すかどうかを設定します。& 1 

n=1 :エコーバックあり（お買い上げ時） 

通常は n=1 で使用します。パソコンにエコー機 
能がある場合、 n=0 に設定してください。 

OK 

ATH 

バケツト通信および 64K データ通 
信時に入力すると、回線を切断し 


(通信中) 

+++ (表示は見え 

[M] 

ます， 2 

— 

ない） 

OK 

ATHS 

NO CARRIER 

ATI<n> 

[M] 

確認コードを表示します。 

n=0 : NTT DoCoMo 

n=1 :製品名の略称を表示 (F 〇 MASH03D) 
n=2 :製品のバージヨンを “VerX.XX” などの 
形式で表示 

n=3 : ACMP 信号の各要素を表示 
n=4 : FOMA 端末の有する通信機能の詳細を表 
示 

ATIOg 

NTT DoCoMo 

OK 

ATO 

通信中にオンラインコマンドモー 


ATOQ 

[M] 

ドからオンラインデータモードに 
戻ります。 

— 

CONNECT 

AT Q<n> 

リザルトコードを表示するかどう 

n=0 :リザルトコードを表示する 

ATQO0 

[M] 

かを設定します。％ 1 

(お買い上げ時） 

n=1 :リザルトコードを表示しない 

OK 

ATV く n> 

リザルトコードの表示方法を設定 

すべてのリザルトコードを数字表記あるいは 

ATV 10 

[M] 

します。& 1 

央文字表自己で表爪します0 
n=0 :リザルトコードを数字表記で表示 
n=1 :リザルトコードを英文字表記で表示 
(お買い上げ時） 

OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

ATX く n> 

接続の CONNECT 表示に速度表示 

ビジートーン検出： 

ATX10 

[M] 

の有無を設定します。また、ビジー 
卜ーン、ダイヤルトーンの検出を 
行います。※ 1 

接続先が通話中のとき、 BUSY 応答を送出し 
ます。 

ダイヤルトーン検出： 

FOMA 端末に接続されているかどうかを判 
定します。 

速度表示： 

接続時の CONNECT 表示に速度を表示する 
かどうかを設定します。 
n=0 :ビジートーン検出なし、ダイヤルトーン 
検出なし、速度表示なし 
n=1 :ビジートーン検出なし、ダイヤルトーン 
検出なし、速度表示あり 
n=2 :ビジートーン検出なし、ダイヤルトーン 
検出あり、速度表示あり 
n=3 :ビジートーン検出あり、ダイヤルトーン 
検出なし、速度表示あり 
n=4 :ビジートーン検出あり、ダイヤルトーン 
検出あり、速度表示あり（お買い上げ時） 

〇 K 

ATZ く n> 

FOMA 端末の AT コマンド設定値 

FOMA 端末の AT コマンド設定値を不揮発メ 

(オンライン時） 

[M] 

をリセットします。& 2 、& 4 

モリの内容にリセットします。通信中に本コ 
マンドを入力した場合は、回線を切断してか 
らリセットします。 
n=0 のみ指定可能(省略可） 

ATZQ 

NO CARRIER 
(オフライン時） 
ATZa 

OK 

ATSO=<n> 

FOMA 端末が自動着信するまでの 

n=0 :自動着信しない(お買い上げ時） 

ATSOO0 

[M] 

呼び出し回数を設定します。X 1 

n=1 〜255 :指定したリング数で自動着信する 

OK 

ATS2=<n> 

エヌケープキャラクタの設定を行 

n=0 〜127 ( お買い上げ時 n=43) 

ATS2=43Q 

[M] 

います。 

pf 127 に設定するとエヌケープは無効になり 
ます。 

OK 

ATS270 

043 

OK 

ATS3=<n> 

復帰 (CR) キャラクタの設定を行 

AT コマンド文字列の最後を認識するキヤラ 

ATS3=130 

[M] 

います。 

クタを定義します。エコーバックされたコマ 
ンド文字列とリザルトコードの最後に付きま 
す。設定値は変更できません(お買い上げ時 
n=13) 0 

OK 

ATS370 

013 

OK 

ATS4=<n> 

改行 (LF) キャラクタの設定を行 

英文でリザルトコードを表示する場合、 CR 

ATS4=10O 

[M] 

います。 

キヤラクタの後ろに付きます。設定値は変更 
できません(お買い上げ時 n= 1 0) 。 

OK 

ATS470 

010 

OK 

ATS5=<n> 

バックスペーヌ (BS) キャラクタ 

AT コマンド入力中にこのキヤラクタを検出 

ATS5=8 0) 

[M] 

の設定を行います。 

すると、入カバッファの最後のキヤラクタを 
削除します。設定値は変更できません(お買い 
上げ時 n=8)。 

OK 

ATS570 

008 

OK 

ATS6=<n> 

ダイヤルするまでのポーズ時間 

本コマンドによりレジヌタは設定されます 

ATS6=10O 

[M] 

(秒)を設定します。 

が、動作しません。 
n :2〜10(お買い上げ時〇=5) 

OK 

ATS8=<n> 

カンマダイヤルするまでのポーズ 

本コマンドによりレジフタは設定されます 

ATS8=30 

[M] 

時間(秒)を設定します。 

が、ポーズ時間 （ 3秒)に影響しません。 
n=0 :ポーズしない 
n :1〜255(お買い上げ時 n=3) 

OK 

ATS10=<n> 

自動切断の遅延時間(秒)を設定し 

本コマンドによりレジヌタは設定されます 

ATS10=1(3 

[M] 

ます （1/10 秒)。※ 1 

が、動作しません。 
n :1〜255(お買い上げ時 n=1) 

OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

ATS30=<n> 

データの送受信をこの時間以上行 

本]マンドの設定は、 64K データ通信時のみ 

ATS 303 □ 

[M] 

わないと切断します。 

有効です。く n> は分単位で設定します。 
n :〇〜255 (お買い上げ時 n=0) 
n=0 は不活動タイマオフ 

OK 

ATS103=<n> 

着サブアドレヌを付けて発信する 

本コマンドの設定は、 64K データ通信時のみ 

ATS103=0g 

[M] 

場合の区切りを設定します。 

有効です。 

n=0 :*アスタ リスク 

n=1 :/スラッシュ(お買い上げ時） 

n=2 :¥マークあるいはバックスラッシュ 

OK 

ATS 104=く n> 

発サブアドレヌを付けて発信する 

本コマンドの設定は、 64K データ通信時のみ 

ATS 104=00 

[M] 

場合の区切りを設定します。 

有効です。 
n=0 :#シャープ 

n=1 :%パーセント（お買い上げ時） 
n=2 :&アンド 

OK 

AT¥S 

[M] 

現在の設定されている各コマンド 
と S レジヌタの内容を表示しま 
す。※ 2 

— 

AT¥SQ 

El QO VI X4 
&C1 &D2 &S0 
&E1 ¥V0 
S000=000 
S002=043 

S00 3013 
S004=010 
S005=008 
S006=005 
S007=060 
S008=003 

S010=001 
S030=000 

SI 03=001 
8104=001 

OK 

AT¥V<n> 

接続時の応答コード仕様を選択し 

本コマンドは、 ATX く n> コマンド（ぽ P.40) が 

AT¥V1Q 

[M] 

ます。※ 1 

n=0 以外のときのみ有効です。 
n=0 :拡張リザルトコードを使用しない 
(お買い上げ時） 

n=1 :拡張リザルトコードを使用する 

OK 


※1AT&W コマンドで FOMA 端末に記憶されます。 

※之 AT&W コマンドで FOMA 端末に記憶されません。 AT&F、ATZ コマンドによるリセットも行われません。 
※3 ATDN □や ATDLQ1 でリダイヤル発信ができます。 

※斗 AT&W コマンドを使用する前に ATZ コマンドを実行すると、最後に記憶しだ状態に戻り、それまでの変更 
内容は消去されます。 

※巳 AT&W コマンドで FOMA 端末に記憶されだ設定値は、電源を切ると不揮発データとして FOMA 端末に格納 
されます。 
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■切断 理由一覧 

■パ ケット通信 


値 

理由 

27 

接続先 (APN) が存在しないか、もし < は正しくありません。 

30 

ネットワークによって切断されました。 

33 

バケット通信の契約かされていません。 

36 

正常に切断されました。 


■ 64 K データ通信 


値 

理由 

1 

指定した番号は存在しません。 

16 

正常に切断されました。 

17 

相手側が通信中のため、通信ができません。 

18 

発信しましたが、指定時間内に応答がありませんでした。 

19 

相手側が呼び出し中のため通信ができません。 

21 

相手側が着信を拒否しました。 

63 

ネットワークのサービスおよびオプシヨンが有効ではありません。 

65 

提供されていない伝達能力を指定しました。 

88 

端末属性の異なる端末に発信したか、もし <は着信を受けました。 


| エラー レポ ートー 覧 

数字表示 

文字表示 

理由 

10 

SIM not inserted 

ドコモ miniUlM カードがセットされていません。 

15 

SIM wrong 

ドコモ以^^の SIM (ドコモ miniUlM カードに相当する1 C 力ード)が挿入されています。 

16 

incorrect password 

パスワードが間違っています。 

100 

unknown 

不明なエラーです。 


■ AT コマンドの捕足説明 


■コマン ド名： + CGDCONT = [パラメータ] 

概西 

パケット発信時の接続先 (APN) の設定を行います。 

AT&W コマンドで FOMA 端末に記憶されません。 AT&F、ATZ コマンドによるリセットも行われません。 

書式 

+CGDC 〇 NT=[ く cid> [，"く PDP_type〉" [，” <APN>"]]]0 

パラメータ説明 

<cid> :1〜10 

く PDP_type> : PPP まだは IP 

<APN> :任意 

• く cid> は、 FOMA 端末内に登録するパケット通信での接続先 (APN) を管理する番号です。 TOMA 端末では1〜10 
を登録できます。お買い上げ時、 <cid>= 1には 「mopera.ne.jp」、 く PDP_type> は 「PPP」 が、く cid>=2 には 
r mopera.net」、 く PDP_type> は 「PPP」 が、く cid>=3 には「 mopera.net」、 く PDP_type> は 「IP」 が、く cid>=4 には 
「mpr.ex-pkt.net」、 く PDP_type> は 「PPP」 が初期値として登録されていますので、 cid は5〜10に設定します。 
<APN> は接続先を示す接続ごとの任意の文字列です。 

実行例 

「abc」 としヽう接続先 (APN) 名を登録する場合のコマンド (<cid>=5 の場合） 

AT+CGDC0NT=5；PPP"；abc ,， O 

OK 


42 










































パラメータを省略した場合の動作 

AT+CGDCONT= 

すべてのく cid> の設定をクリアします。ただし、く cid>=1 〜4の設定はお買い上げ時の状態に再設定されます。 
AT+CGDC 〇 NTKcid〉 

指定されだく cid> の設定をクリアします。ただし、く cid>=1 〜4の設定はお買い上げ時の状態に再設定されます。 
AT+CGDCONT:? 

設定可能な値のリスト値を表示します。 

AT+CGDCONT? 

現在の設定値を表示します。 

■ コマンド名： + CGEQMIN =[ パラメータ] 

概要 

PPP パケット通信確立時にネットワーク側から通知される〇 oS (サービス品質）を許容するかどうかの判定基準 
値を登録します。 

AT&W コマンドで FOMA 端末に記憶されません。 AT&F、ATZ コマンドによるリセットも行われません。 

書式 

AT+CGE 〇 MIN=[〈cid> [，, く Maximum bitrate UL> [, く Maximum bitrate DL>[ m) <Maximum SDU size>]]]]Q 

パラメータ説明 

<cid> : 1 〜 10 

く Maximum bitrate UL> :なし（初期値）または5760 

く Maximum bitrate DL> :なし（初期値）または7232 

く Maximum SDU size〉 

<PDP_type> が PPP の場合：10(初期値)〜1500または1502 
く PDP_type> が IP の場合：10(初期値)〜1500 

• く cid> は、 FOMA 端末内に登録するバケット通信での接続先 (APN) を管理する番号です。 [Maximum bitrate 
UL] および [Maximum bitrate DL] では、 FOMA 端末と基地局間の上りおよび下りの最大通信速度 (kbps) を設 
定します。[なし(お買い上げ時)]に設定しだ場合は、すべての速度を許容しますが、「5760」および「7232」を設 
定しだ場合、これらの速度未満の接続は許容されないため、パケット通信が接続されない場合があります。 
[Maximum SDU size] では、最大許容 SDU サイズを設定します。「10(初期値)〜1500または1502」を設定しだ 
ときは、これらの値未満の接続は許容されないだめ、パケット通信が接続できないことがありますのでご注意 
ください。まだ、「70」未満の接続に関しては接続できませんのでご注意ください。 

実行例 

(1) の設定が各 cid に初期値として設定されています。 

( 1 ) 上り/下りすべての速度を許容する場合のコマンド(く cid>=5 の場合） 

AT+CGEQMIN=5a 

OK 

(2) 上り5760 kbps/ 下り 7232kbps かつ最大許容 SDU サイズ1500を許容する場合のコマンド(く cid>=6 の場合） 
AT+CGEQMIN=6„ 5760,7232„„ 150001 

〇 K 

(3) 上り 5760kbps/ 下りすベての速度を許容する場合のコマンド(く cid>=7 の場合） 

AT+CGEQMIN=7„5760a 

OK 

(4) 上りすベての速度/下り 7232kbps 速度のみ許容する場合のコマンド (〈cid>=8 の場合） 
AT+CGEQMIN=8„,7232 □) 

OK 

パラメータを省略した場合の動作 

AT+CGE 〇 MIN= 

すべてのく cid> の設定をクリアします。 

AT+CGE 〇 _=く cid> 

指定されたく cid> をお買い上げ時の状態に戻します。 

AT+CGE 〇 MIN=? 

設定可能な値のリストを表示します。 

AT+CGE 〇 MIN? 

現在の設定を表示します。 
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■コマン ド名： +CGEQREQ=[ パラメータ] 

概要 

PPP バケット通信時の発信時にネットワークへ要求する QoS (サービス品質）を設定します。 

AT&W コマンドで FOMA 端末に記憶されません。 AT&F、ATZ コマンドによるリセットも行われません。 


書式 

AT+CGE 〇 REQ=[ く cid> [，く Traffic class〉 [，く Maximum bitrate UL> [，く Maximum bitrate DL> [，，，，く Maximum SDU 
size>]]]]]0 


パラメータ説明 

各 cid にはその内容がお買い上げ時に設定されています。 
く cid> :1〜10 


く Traffic class〉 ： 2または3 

2: interactive (初期値） 

3: background 

く Maximum bitrate UL> :なし（初期値）または64〜5760 
く Maximum bitrate DL> :なし（初期値）または64〜7232 

ただし、 [Maximum bitrate UL] [Maximum bitrate DL] は許容範囲であっても端数を切り捨てた値が設定される 
ことがあります。 


〈Maximum SDU size〉 


<PDP_type> が PPP の場合：10〜1500または1502(初期値） 

<PDP_type> が IP の場合：10〜1500 (初期値） 

• く cid> は、 FOMA 端末内に登録するバケツト通信での接続先 (APN) を管理する番号です。 


実行例 

(1) の設定が各 cid に初期値として設定されています。 

( 1 ) 上り/下りの速度を設定せず、接続を要求する場合のコマンド (<cid>=5、Traffic dass=2 の場合） 
AT+CGEQREQ=5 

OK 

(2) 上り 5760kbps/ 下り 7232kbps かつ最大許容 SDU サイズ1500で接続を要求する場合のコマンド(く cid>=6、 
Traffic class=2 の場合） 

AT+CGEQREQ=6, 2,5760,7232, w 1500 
OK 

(3) 上り5760 kbps/ 下りの速度を指定せず、接続を要求する場合のコマンド(く cid>=7、Traffic dass=2 の場合） 
AT+CGE 〇 RE 〇=7,2,5760 

OK 

(4) 上りの速度を指定せずに下り 7232kbps で接続を要求する場合のコマンド(く cid>=8、Traffic class=2 の場合) 
AT+CGEQRE 〇=8,2„7232 

〇 K 


パラメータを 省略した場合の動作 

AT+CGEQREQ= 

すべてのく cid> をお買い上げ時の状態に戻します。 
AT+CGE 〇 REQ=<cid> 

指定されたく cid> をお買い上げ時の状態に戻します。 
AT+CGEQREQ=? 

設定可能な値のリスト値を表示します。 
AT+CGEQREQ? 

現在の設定を表示します。 


| リザルトコード 

■ リザルトコード 


数字表示 

文字表示 

意味 

0 

〇 K 

正常に実行しました。 

1 

CONNECT 

相手側と接続しました。 

2 

RING 

着信を検出しました。 

3 

NO CARRIER 

回線が切断されました。 

4 

ERROR 

コマンドを受け付けることができません。 

6 

NO DIALTONE 

ダイヤルトーンの検出ができません。 

7 

BUSY 

話中音の検出中です。 

8 

NO ANSWER 

接続完了タイムアウトしましだ。 
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数字表示 

文字表示 

意味 

100 

RESTRICTION 

ネットワークが規制中です。 

101 

DELAYED 

リダイヤル発信規制中です。 


■拡張リザルトコード 


数字表示 

文字表示 

意味 

5 

CONNECT 1200 

FOMA 端末一 PC 間速度 1200bps で接続しました。 

10 

CONNECT 2400 

FOMA 端末一 PC 間速度 2400 bps で接続しました0 

11 

CONNECT 4800 

FOMA 端末一 PC 間速度 4800 bps で接続しました0 

13 

CONNECT 7200 

FOMA 端末一 PC 間速度了 200bps で接続しました0 

12 

CONNECT 9600 

FOMA 端末一 PC 間速度 9600 bps で接続しました。 

15 

CONNECT 14400 

FOMA 端末一 PC 間速度 14400 bps で接続しました。 

16 

CONNECT 19200 

FOMA 端末一 PC 間速度 19200 bps で接続しました。 

17 

CONNECT 38400 

FOMA 端末一 PC 間速度 38400bps で接続しました。 

18 

CONNECT 57600 

FOMA 端末一 PC 間速度 57600 bps で接続しました0 

19 

CONNECT 115200 

FOMA 端末一 PC 間速度 1 15200bps で接続しました0 

20 

CONNECT 230400 

FOMA 端末一 PC 間速度 230400 bps で接続しました。 

21 

CONNECT 460800 

FOMA 端末一 PC 間速度 460800 bps で接続しました。 


• リザルトコードは、 ATV く n> コマンド（ぼ P.39) が n=1 に設定されている場合は英文字表記(初期値)、 n=0 に設定されて 
いる場合は数字表記で表示されます。 

• 従来の RS-232C で接続するモデムとの互換性を保つため、通信速度は表示します。ただし、 FOMA 端末一 PC 間は 
FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル 02( 別売)や Bluetooth 機能を利用して接続されているだめ、実際の接続速度と 
異なります。 

• [RESTRICTION] (数字： 100) が表示された場合は、通信ネットワークが混雑しています。しばらくしてから接続し直 
してください。 


■通信 プロトコルリザルトコード 

数字表示 

文字表示 

意味 

1 

PPPoverUD 

64K データ通信で接続 

5 

PACKET 

パケット通信で接続 


リザルトコード表示例 

ATX 0 が設定されている場合 

AT ¥ V < n > コマンド（ぽ P _41) の設定にかかわらず、接続完了の際に CONNECT のみの表示となります。 

文字表示例： ATD *99*** 1# 

CONNECT 

数字表示例： ATD *99 林*1# 

1 

ATX 1 が設定されている場合 

* ATX 1、 AT ¥ V 0 が設定されている場合(初期値） 

接続完了のときに 、 CONNECT < FOMA 端末一 PC 間の速度〉の書式で表示します。 

文字表示例： ATD *99 林*1# 

CONNECT 460800 

数字表示例： ATD *99 林*1# 

121 

• ATX 1、 AT ¥ V 1 が設定されている場合※ 

接続完了のときに、次の書式で表示します。 

CONNECT < FOMA 端末— PC 間の速度〉 PACKET <接続先 ( APN ) >/<上り方向 ( FOMA 端末—無線基地局間） 
の最高速度> / <下り方向 ( FOMA 端末—無線基地局間)の最高速度> 

文字表示例： ATD *99 林*1# 

CONNECT 460800 PACKET moperane . jp /5760/7232 

( moperane.j p に、上り最大5760 kbps 、 下り最大7 232 kbps で接続しだことを表す） 
数字表示例： ATD *99 林*1# 

1215 

※ ATX 1、 AT ¥ V 1 を同時に設定した場合、ダイやルアツプ接続が正し<行えない場合があります。 AT ¥ V 0 のみで 
のご利用をおすすめします。 
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